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概要 

次に、集中モードで iMC を展開し、ローカルデータベースを使用する方法について説明します。この展開

スキームは、50～500台のデバイスのネットワークまで拡張できます。 

iMCコンポーネント 

iMCには、iMCプラットフォームとサービスコンポーネントが含まれます。 

iMCプラットフォーム 

iMCプラットフォームは、iMCサービスを提供する基本コンポーネントであり、次のサブコンポーネントが含

まれます。 

• リソース管理 

• アラーム管理 

• ユーザーセルフサービス管理 

• ゲストアクセス管理 

• インテリジェント構成センター 

• レポート管理 

• ネットワーク要素(NE)管理 

• パフォーマンス管理 

• ACL管理 

• ネットワーク資産管理 

• セキュリティコントロールセンター 

• 一般的な検索サービス管理 

• Syslog管理 

• VLAN管理 

• 仮想リソース管理 

• サーバーとストレージの自動化 

• CDMB管理 

サービスコンポーネント 

サービスコンポーネントはオプションであり、iMC プラットフォームとは別に購入できます。iMC プラットフォ

ームは様々なサービスを実装するための基盤であり、サービスコンポーネントを配置する前にインストー

ルする必要があります。 

iMCには、次のサービスコンポーネントが含まれます。 

• Endpoint Intelligent Access (EIA) : User Access Manager (UAM)および TACACS+ 

Authentication Manager (TAM)が含まれます。 

 User Access Manager (UAM) : ポリシーベースの Authentication, Authorization, Accounting 

(AAA)サービスを提供します。UAMソフトウェアは、有線、無線、およびリモートのネットワークユ
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ーザに管理を拡張し、単一の統合プラットフォーム上でネットワークデバイス、ユーザー、ゲスト、

および端末管理を統合できるようにします。 

 TACACS+ Authentication Manager (TAM) : ネットワークデバイスまたはネットワークデバイス

管理セキュリティの ITユーザーに基本的なAAA機能を提供します。TAMは、異なる権限を持つ

ユーザーの割り当て、ログインおよびコマンド実行操作の監視、およびユーザー管理の簡素化を

行うことができます。 

• Endpoint admission defense (EAD) security policy : エンドポイントアドミッションディフェンスは、セ

キュリティポリシー管理とエンドポイントポスチャ評価を統合して、ネットワークエッジでのリスクを識

別分離します。セキュリティポリシーコンポーネントを使用すると、管理者はエンドポイントのアイデン

ティティとポスチャに基づいてエンドポイントアドミッションを制御できます。 

• MPLS VPN Manager (MVM) : VPN自動検出、トポロジ、モニタリング、障害ロケーション、監査、パ

フォーマンス評価、VPNおよびサービス展開などの機能を提供します。MVMにはトラフィックエンジ

ニアリングコンポーネントも含まれており、オペレータがネットワーク全体を監視し、必要に応じて適

切なネットワークリソースを配布することでサービス品質を提供できます。 

• IPSec VPN Manager (IVM) : IPSec VPN管理のあらゆる側面に機能を提供します。IVMを使用す

ると、管理者は IPSec VPNネットワークを構築し、VPNネットワークの動作とパフォーマンスを効果

的に監視し、デバイス障害を迅速に特定して IPSec VPNライフサイクル全体を管理できます。 

• Voice Service Manager (VSM) : 音声ネットワークのメンテナンスコストを削減し、メンテナンス効率

を向上させるソリューションを提供します。VSMは、エンタープライズレベルの音声ネットワーク用に

設計されています。 

• Wireless Service Manager (WSM) : 既存の有線ネットワーク管理システムにネットワーク管理機能

を追加して、有線ネットワークとワイヤレスネットワークの統合管理を提供します。WSMソフトウェア

は、ワイヤレス LAN(WLAN)デバイス構成、トポロジ、パフォーマンス監視、RFヒートマッピング、お

よびWLANサービスレポートを提供します。 

• Network Traffic Analyzer (NTA) : ネットワーク帯域幅を消費するユーザーおよびアプリケーションに

関するリアルタイム情報を提供するグラフィカルなネットワークモニタリングツールです。企業および

キャンパスのネットワークトラフィック分析ための信頼性の高いソリューションである NTAは、ウイル

ス攻撃からネットワークを保護し、さまざまなレベルの帯域幅トラフィックをさまざまなサービスおよび

アプリケーションに適用します。 

• User Behavior Auditor (UBA) : NAT、フロー、NetStreamV5、DIGなどのログ形式をサポートする

包括的なログ収集および監査機能を提供します。UBAは、セキュリティに影響されやすい操作を監

査し、HTTP、FTP、および SMTPパケットの情報をダイジェストするための DIGログを提供します。 

• Service Operation Manager (SOM): IT組織は、ポリシー設計、運用、改善などの ITサービスを含

む ITIL v3.0に準拠できます。統合構成管理データベース(CMDB)に基づいて、SOMは、資産構成、

変更、障害イベント、問題認識、およびナレッジベースの自動生成の管理と同様に、セルフサービス

用の構成可能なフローおよびオプションを提供します。 

• Application manager (APM) : 管理者は、重要なビジネスアプリケーションの稼働状態およびネット

ワークパフォーマンスへの影響を視覚化および測定できます。管理者は、使用可能なデータを使用

して、影響を受けるビジネスプロセスおよび優先順位を付けるアプリケーション問題を容易に判断で

きます。 

• QoS manager (QoSM) : QoSデバイスおよび構成管理機能の堅牢なセットを提供することにより、

QoS設定の可視性と制御を向上させ、管理者がQoSサービスプランニングに集中できるようにしま

す。管理者は、設定された一致基準に基づいてトラフィックを異なるクラスに分類し、差別化サービス、

Committed Access Rate (CAR)、Generic Traffic Shaping(GTS)、プライオリティマーキング、キュ

ースケジューリング、および輻輳回避を提供できます。 

• Service Health Manager (SHM) : ビジュアルサービス品質管理機能を提供します。SHMは、アラー

ム、パフォーマンス、NTAおよび NQAデータを統合します。キー品質索引およびサービスレベルア

グリーメントを使用して、サービスヘルスを監視および測定します。 
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• VAN Connection Manager (VCM) : 物理ネットワーク構成の移行のためのソリューションを提供しま

す。VCMは仮想マシン(VM)の起動、停止および移行を追跡し、最新の VMロケーションに従って物

理ネットワーク構成をデプロイします。VCMは物理ネットワークと仮想ネットワークのコラボレーショ

ンを可能にします。また、異なるベンダーの物理ネットワークと仮想ネットワーク間の互換性も提供し

ます。 

• Branch Intelligent Management System (BIMS) : 高い信頼性、スケーラビリティ、柔軟性、および

IP投資効果を提供するサービス運用のサポートを提供します。iMC BIMSはTR-069プロトコルに基

づいて、リソース、構成、サービス、アラーム、グループ、および特権管理を提供します。WAN内の

Customer Premise Equipment (CPE)のリモート管理を可能にします。 

• Resource automation manager(RAM) : ユーザーのネットワークサービスをカスタマイズし、ネット

ワークサービスを自動的にデプロイするためのソリューションを提供します。 

• VAN SDN Manager (SDNM) : OpenFlowベースの SDNを管理します。SDNMでは、H3C VCF 

Controllerが提供する RESTful APIを介して OpenFlowネットワークを管理できます。iMCプラット

フォームのデバイス管理、レポート、ホームページウィジェット機能と組み合わせることで、SDNMで

は OpenFlowネットワーク上でビジュアルな管理や監視を行うことができます。 

• Unified Communications Health Manager (UC SM) : Microsoft Lync Serverとともに導入されたネ

ットワークの稼働状態を監視するソリューションです。Lync Server、PSTNゲートウェイ、Lyncクライ

アントエンドポイントなどのネットワークリソースを管理できます。 

• Intelligent Analysis Reporter (IAR) : iMC内のレポート機能を拡張して、カスタマイズしたレポートを

作成できます。IARには、レポートテンプレートに設計を保存できるレポートデザイナが含まれていま

す。レポートフォーマットにはチャートが含まれています。レポートは指定した間隔で自動的に生成さ

れ、主要な関係者に配布できます。 

• Endpoint Mobile Office (EMO) : 仮想化技術とクラウドサービスプラットフォームに基づいたモバイ

ルオフィスサービスを提供します。EMOはWindowsアプリケーションとデスクトップへのリモートアク

セスを可能にし、アプリストアにローカルリソースを提供し、モバイルデバイスを管理します。 

• IT service manager (ITSM) : サービスプロセス制御方法を使用して、動作のプロセスおよび結果を

効果的に監視および制御します。ITSMには、通常のネットワークおよびサービス管理手順で動作が

完了した後の動作監査機能も用意されています。ITSMは、iMCの共通ネットワーク構成管理操作

および様々な基本構成可能アイテム(CI)と連携して、ネットワークおよびサービス構成管理環境を提

供します。この環境を操作および保守し、管理ソフトウェアのアプリケーションシナリオおよび値を拡

張できます。 

• Security Service Manager (SSM) : SSMおよび LBMが含まれます。SSMは、セキュリティデバイ

ス上集中ネットワークセキュリティ管理を提供します。LBMは、仮想サービス、実サーバー、および

サーバファームを介してロードバランシングを実装するために、LBデバイスに設定を展開します。 

• Business Service Manager(BSM) : サービス内のネットワークデバイス、サーバー、およびミドルウ

ェアを監視し、サービスデータを収集および分析して、可用性、ビジー性、および健全性によってサ

ービス品質を評価します。 

iMCエディション 

次のエディションの iMCを使用できます。 

• プロフェッショナル 

• 標準 

• SNS 
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表１ iMCエディション間の違い 

項目 SNS standard Professional 

ノード数 40 拡張可能 拡張可能 

階層型ネットワーク管理 サポートされていません 下位レベルのNMSのみ サポートされる 

分散配置 サポートされていません サポートされる サポートされる 

オペレーティングシステム Windows WindowsおよびLinux WindowsおよびLinux 

埋め込みデータベース サポートされる Windowsでのみサポート サポートされていません 

個別のデータベース サポートされる サポートされる サポートされる 
 

iMC用の個別のデータベースを Windows にインストールする方法については、次のドキュメントを参照し

てください。 

• SQL Server2012インストールと構成ガイド 

• SQL Server2014インストールと構成ガイド 

• SQL Server2016インストールと構成ガイド 

iIMC用の個別のデータベースを Linuxにインストールする方法については、次のドキュメントを参照してください。 

• Oracle11gインストレーションおよび構成ガイド 

• Oracle11g R2インストールおよび構成ガイド 

• Oracle12cインストールおよび構成ガイド 

インストールと導入 

iMCは install + deployモデルを使用します。 

• Install - iMCコンポーネントのインストールパッケージがサーバーにコピーされ、Intelligent 

Deployment Monitoring Agentにロードされます。 

• deploy - インストールパッケージがサーバー上で解凍され、データベーススクリプトがコンポーネント

用に作成されます。 

iMC コンポーネントは、配置された後にのみ動作します。集中配置では、すべての iMC コンポーネントが

同じサーバーにインストールおよび配置されます。 

コンポーネントの配布時に、各コンポーネントに対してデータベースユーザーが自動的に作成されます。ベ

ストプラクティスとして、データベースユーザーのパスワードおよびパスワードポリシーを含むデータベース

ユーザー構成は変更しないでください。 

配布またはアップグレードプロセスが中断されると、ログは iMC インストールパスの\tmp ディレクトリーに

圧縮ファイルとして自動的に格納されます。ログを使用して、問題またはエラーをすばやく特定できます。 

iMCのインストールおよび展開方法の入手 

次の方法を使用して、iMCのインストールおよびデプロイメントプロシージャを取得できます。 

• h3cのWebサイト
(http://www.h3c.com/en/Support/Resource_Center/Technical_Documents/Network_Managem

ent/Catalog/h3c_IMC/IMC/Configure/Videos/IMC_Platform_QS-5W100/)でビデオケースを参照

してください。 
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次のタスクを実行して、ビデオケースを表示することもできます。 

a. http://www.h3c.comにアクセスします。 

b. Technical Support > Technical Documents > H3C Intelligent Management Centerを選択し

ます。 

c. ビデオインストールケースをクリックし、ビデオをコンピュータにダウンロードして解凍します。 

• このドキュメントをお読みください。 

このドキュメントでは、Windows Server2012R2への iMCのインストールと展開について説明します。

Linuxへの iMCのインストールと展開は、Windowsへのインストールと展開と同じです。 

iMCソフトウェアは、製品に同梱されている DVDに収録されています。 
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インストールの準備 

ハードウェア要件 

この項の表では、次の用語を使用しています。 

• ノード-iMCサーバー、データベースサーバー、および iMCが管理するデバイスをノードと呼びます。 

• 収集単位-収集単位の数は、5分間隔で収集されたパフォーマンスインスタンスの合計数と等しくなり

ます。収集間隔が 5分より大きい場合、収集単位の数は減少します。収集間隔が 5分より小さい場

合、収集単位の数は増加します。 

たとえば、に示すパフォーマンスインスタンスが 5分ごとに収集される場合、収集単位の合計はパフ

ォーマンスインスタンスの数(24)と同じです。収集単位が 5分間隔(10分)の 2倍である場合、収集単

位の数はパフォーマンスインスタンスの合計数(12)の半分になります。 

表２ パフォーマンスインスタンス 

監視対象項目 番号 パフォーマンス指標 パフォーマンスインスタンス 

中央処理装置 1 CPU使用率 1 

メモリ 1 メモリ使用量 1 

インターフェイス 10 
受信レート 10 

送信レート 10 

デバイス 1 
到達不能率 1 

応答時間 1 

  合計 24 

 

I/Oパフォーマンスを向上させるには、次のガイドラインに従ってください。 

• コレクションユニット数が 100Kから 200Kの場合は、2台以上のディスクと 256MB以上のキャッシュ

を持つ RAIDカードをインストールしてください。 

• コレクションユニット数が 200Kから 300Kの場合は、2台以上のディスクと 512MB以上のキャッシュ

を持つ RAIDカードをインストールしてください。 

• コレクションユニット数が 300K～400Kの場合は、4台以上のディスクと 1GB以上のキャッシュを持

つ RAIDカードをインストールしてください。 

最適なハードウェア要件は、規模やその他の管理要因によって異なり、インストールごとに異なります。要

件については、H3C サポートまたはローカルアカウントチームにお問い合わせください。サービスコンポー

ネントが iMCプラットフォームに追加さ場合は、各コンポーネントのリリースノートを必ずお読みください。 

表３ 32ビットWindowsオペレーティングシステムのハードウェア要件 

管理規模 システム最小要件 

ノード 
コレクション
ユニット 

オンライン
事業者 

中央処
理装置 

サーバメ
モリ 

インストール
用のディス
ク容量 

データストレ
ージ用のデ
ィスク容量 

0から200 0～5K 20 2コア 4GB 3GB 30GB 

0から200 5Kから50K 10 2コア 4GB 3GB 60GB 
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管理規模 システム最小要件 

200から
500 

0～10K 30 4コア 6GB 3GB 50GB 

200から
500 

10～100K 10 4コア 6GB 3GB 100GB 

 

表４ 64ビットWindowsオペレーティングシステムのハードウェア要件 

管理規模 システム最小要件 

ノード 
コレクション
ユニット 

オンライン
事業者 

中央処
理装置 

サーバメ
モリ 

インストール
用のディス
ク容量 

データストレ
ージ用のディ
スク容量 

0から200 0～5K 20 2コア 4GB 3GB 30GB 

0から200 5Kから50K 10 2コア 4GB 3GB 60GB 

200～1K 0～10K 30 4コア 8GB 3GB 50GB 

200～1K 10～100K 10 4コア 8GB 3GB 100GB 

1Kから
2K 

0～20K 30 6コア 12GB 4GB 60GB 

1Kから
2K 

20～200K 10 6コア 12GB 4GB 200GB 

2Kから
5K 

0～30K 40 8コア 24GB 5GB 80GB 

2Kから
5K 

30K～300K 20 8コア 24GB 5GB 250GB 

5Kから
10K 

0～40K 50 16コア 32GB 7GB 100GB 

5Kから
10K 

40～400K 20 16コア 32GB 7GB 300GB 

10Kから
15K 

0～40K 50 24コア 64GB 10GB 200GB 

10Kから
15K 

40～400K 20 24コア 64GB 10GB 600GB 

 

表５ 32ビット Linuxオペレーティングシステムのハードウェア要件 

管理規模 システム最小要件 

ノード 
コレクション
ユニット 

オンライン
事業者 

中央処
理装置 

サーバメ
モリ 

インストール
用のディス
ク容量 

データストレ
ージ用のディ
スク容量 

0から200 0～5K 20 2コア 6GB 3GB 30GB 

0から200 5Kから50K 10 2コア 6GB 3GB 60GB 

200から
500 

0～10K 30 4コア 8GB 3GB 50GB 

200から
500 

10～100K 10 4コア 8GB 3GB 100GB 
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表６ 64ビット Linuxオペレーティングシステムのハードウェア要件 

管理規模 システム最小要件 

ノード 
コレクショ
ンユニット 

オンライン事
業者 

中央処
理装置 

サーバメ
モリ 

インストー
ル用のディ
スク容量 

データストレ
ージ用のデ
ィスク容量 

0から200 0～5K 20 2コア 6GB 3GB 30GB 

0から200 5Kから50K 10 2コア 6GB 3GB 60GB 

200～1K 0～10K 30 4コア 12GB 3GB 50GB 

200～1K 10～100K 10 4コア 12GB 3GB 100GB 

1Kから
2K 

0～20K 30 6コア 16GB 4GB 60GB 

1Kから
2K 

20～200K 10 6コア 16GB 4GB 200GB 

2Kから
5K 

0～30K 40 8コア 24GB 5GB 80GB 

2Kから
5K 

30K～300K 20 8コア 24GB 5GB 250GB 

5Kから
10K 

0～40K 50 16コア 32GB 7GB 100GB 

5Kから
10K 

40～400K 20 16コア 32GB 7GB 300GB 

10Kから
15K 

0～40K 50 24コア 64GB 10GB 200GB 

10Kから
15K 

40～400K 20 24コア 64GB 10GB 600GB 

 

ソフトウェア要件 

表７ ソフトウェア要件 

項目 要件 備考 

Windows 

オペレーテ

ィングシス

テム 

Windows Server2012(32ビット) KB2836988 

Windows Server2012R2(64ビット) /該当なし 

Windows Server2016 /該当なし 

データベー

ス 

SQL Server2012 サービスパック2 

SQL Server2014 /該当なし 

SQL Server2016 /該当なし 

SQL Server2016Express 
SNSおよびStandard Edition専用の組み込みデ

ータベースとして使用されます。 
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項目 要件 備考 

Linux 

オペレーテ

ィングシス

テム 

Re d Hat Enterprise Linux Server7.x(64ビッ

ト) 
/該当なし 

データベー

ス 

Oracle11gリリース1 /該当なし 

Oracle11gリリース2 /該当なし 

 

VM要件 

ベストプラクティスとして、物理サーバーに iMCをインストールします。 

表８ ハイパーバイザープラットフォームの要件 

オペレーティングシステム ハイパーバイザ 

Windows 

VMware ESX 

H3C CAS 

Windows Hyper-V 

Linux 
H3C CAS 

VMware ESX 
 

iMCが仮想マシンにインストールされている場合は、次の仮想マシン構成設定を変更しないでください。 

• CPUコア 

• ネットワークアダプタの番号、モデル、およびMACアドレス 

• ディスクドライブ数 

• ストレージパス 

• ストレージの割り当て 

設定を変更すると、iMCが正しく動作しない場合があります。 

インストール環境の準備 

iMCの正しいインストールと動作を保証するために、iMCと他のネットワーク管理製品を同じサーバーにイ

ンストールしないでください。 

IPv6環境に iMCをインストールしないでください。 

以前のバージョンの iMCのアンインストール 

iMCがすでにシステムにインストールされている場合は、完全にアンインストールしてください。iMCのアン

インストールについては、「iMCのアンインストール」を参照してください。 

iMCのアンインストール後: 

• Windowsの場合は、システムディスクのWINDOWSフォルダから iMC-Reservedフォルダを削除し

ます。 

• Linuxでは、/etcディレクトリーから iMC-Reservedフォルダを削除します。 
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ポートとファイアウォールのチェック 

iMC Web サービスポートとデータベースリスニングポートがファイアウォールで開いていることを確認しま

す。表 9に、デフォルトの iMC Webサービスポートとデータベースリスニングポートを示します。 

表９ iMCポートの要件 

サーバー 使用法:プロトコル/デフォルトポート 方向 

ウェブ 
HTTP: TCP/8080 

HTTPS: TCP/8443 
ブラウザからiMC 

データベース 
SQL Serverデータベース: TCP/1433 

Oracleデータベース: TCP/1521 

iMCとデータベースのコンポーネン

ト 

 

 注: 

その他の iMCコンポーネントには、追加のポート要件がある場合があります。詳細については、「セキュリ

ティ設定」を参照してください。 
 

javaw.exe および java.exe プログラムがファイアウォールでブロックされていないことを確認します。

Windowsでは、これらのプログラムは iMCインストールパスの\common\jre\binディレクトリーにあります。

Linux では、これらのプログラムは iMC インストールパスの/common/jre/bin/java ディレクトリーにありま

す。 

netstat-aや telnetホスト名ポートなどのツールを使用して、システム間のアクセスを確認します。 

データベース構成のチェック 

iMC の非 SNS エディションをインストールする前に、まずデータベースサーバーをインストールし、データ

ベースサービスがオペレーティングシステムから自動的に起動するように構成します。 

たとえば、iMC用に SQL Serverデータベースを使用するには、iMCのインストール前にデータベースをイ

ンストールし、SQL Serverおよび SQL Server Agentサービスの起動タイプを Automaticに設定します。

データベースサービスの起動タイプを表示するには、Start をクリックしてから Administrative Tool > 

Servicesを選択します。 

インストール環境の確認 

iMC インストールパッケージには、システム環境とデータベース接続をチェックするためのツール

(envcheck)が用意されています。 

envcheckツールを使用するには: 

1. envcheckツール(Windowsの場合は envcheck.bat、Linuxの場合は envcheck.sh)を toolsフォル

ダから iMCインストールパッケージの installフォルダにコピーします。 

2. ツールを実行します。 

checking installation environmentsダイアログボックスが開きます。 

ポートの可用性、空き物理メモリ、およびレガシーデータベースサーバまたはクライアントがチェック

されます。 

チェックが完了すると、Checking installation parametersダイアログボックスが開きます(図１を参

照)。次の情報では、WindowsとMicrosoft SQL Serverを例として使用しています。 
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図１ インストールパラメータのチェック 

 
 

3. データベース接続をチェックするためのパラメータを設定します。 

 Database type -データベースタイプを選択します。オプションは Microsoft SQL Serverおよび

Oracleです。デフォルトはMicrosoft SQL Serverです。 

 Tablespace Name - データベースのデフォルト表領域に接続するには、Default Tablespaceを

選択します。名前付き表領域に接続するには、Other Tablespaceを選択し、表領域名を入力し

ます。 

 Instance Name - データベースのデフォルトインスタンスに接続するには、Default Instanceを選

択します。名前付きインスタンスに接続するには、Other Instanceを選択し、インスタンス名を入

力します。 
 

 注: 

Linuxに iMCをインストールし、Oracleデータベースを使用している場合は、Instance Nameの

かわりに Network Service Nameパラメータが表示されます。ネットワークサービス名を選択する

か、Add Network Service Nameアイコンをクリックしてネットワークサービス名を追加できます。

ネットワークサービス名の構成の詳細は、『Oracle11gインストールおよび構成ガイド』または

『Oracle11g R2インストールおよび構成ガイド』を参照してください。 
 

 スーパーユーザー-データベースのスーパーユーザー名を入力します。デフォルトは saです。 

 Password :スーパーユーザーのパスワードを入力します。 

 Database Location :リストからローカルホストを選択します。 

 Database Server Address :このフィールドには自動的に 127.0.0.1が入力され、変更できませ

ん。 

 Listening Port :データベースサーバーのリスニングポートを入力します。デフォルトは 1433で

す。 
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 Installation Location :iMCインストールパッケージを格納するローカルディレクトリーを指定しま

す。 

 Data File Location - データファイルを保存するローカルディレクトリーを指定します。 

 HTTP Port : iMC Webサーバーの HTTPポート番号を入力します。デフォルトは 8080です。 

 HTTPS Port : iMC WebサーバーのHTTPSポート番号を入力します。デフォルトは 8443です。 

4. OKをクリックします。 

Checking installation environmentsダイアログボックスにチェック結果が表示されます(図２を参

照)。 

図２ 結果をチェック 

 
 

5. Exitをクリックします。 

チェック結果に従って、失敗したチェック項目を修正します。 

スーパーユーザーアカウント 

iMC のインストール前に、データベースのスーパーユーザーアカウント、またはスーパーユーザー権限を

持つ他のデータベースユーザアカウントのパスワードを取得します。 

iMCプラットフォームのインストール中、iMCはデータベースアクセスにスーパーユーザーアカウントとパス

ワードを使用し、配布された各コンポーネントのデータベースファイルとユーザーアカウントを作成します。

配布された iMC プラットフォームのサブコンポーネントとサービスコンポーネントは、データベースアクセス

に独自のユーザーアカウントを使用します。 

iMC展開後にスーパーユーザーアカウントのパスワードが変更された場合は、iMCでパスワードを更新し

てください。パスワードがすぐに更新されない場合は、Environment タブでデータベース情報を表示したり、

新しいコンポーネントを展開したり、iMC用に既存のコンポーネントを更新したりできません。 

iMCでデータベースユーザーを更新するには、次の手順を実行します。 

1. Intelligent Deployment Monitoring Agentを起動し、Environmentタブをクリックします。 

2. Change passwordをクリックします。 

Change passwordボタンは、Intelligent Deployment Monitoring Agentが不正なデータベースユー

ザーパスワードを検出した場合にのみ表示されます。 

3. 新しいデータベースパスワードを入力し、OKをクリックします(図３を参照)。 
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図３ スーパーユーザーパスワードの変更 

 
 

 

表１０ データベーススーパーユーザーアカウント 

データベース スーパーユーザー 

SQL Server sa 

oracle 
• system 

• sys 
 

システム時刻の設定 

次の設定を行うことをお勧めします。 

• 夏時間などの季節調整は有効にしないでください。 

• iMCをインストールする前に、サーバーのシステム時刻、日付、およびタイムゾーン設定が正しいこ

とを確認してください。 

iMC の起動後にサーバーのシステム時刻を変更しないでください。システム時刻を変更すると、次の問題

が発生する可能性があります。 

• 将来の時刻にジャンプすると、システムが期限切れデータの突然のバーストの処理に占有され、リア

ルタイムデータサンプリングが遅延する可能性があります。この遅延は、期限切れデータの処理が

完了した後に自動的に回復されます。 

• システム時刻を過去の時刻に変更すると、時刻が重複したデータが発生し、データ処理が異常にな

る場合があります。重複した時刻が経過すると、データ処理は再び正常になります。 
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iMCプラットフォームのインストールと展開 

次に、SQL Serverデータベースがインストールされている Windowsホストに iMCプラットフォームをイン

ストールして展開する方法について説明します。 

インストールタイプの選択 

1. 管理者としてWindowsにログオンします。 

2. iMCインストールパッケージのインストールディレクトリーで install.batスクリプトを実行します。 

Select Localeダイアログボックスが開きます(図４を参照)。 

図４ ロケールの選択ダイアログボックス 

 
 

3. 国/地域、言語、およびインストールの種類を選択します。 

iMCは標準インストールとカスタムインストールをサポートしています。 

 Typical :すべてのプラットフォームサブコンポーネントは、手動操作なしでローカルホストに自動

的にインストールおよびデプロイされます。 

 Custom -ローカルホストにインストールするプラットフォームサブコンポーネントを選択できます。

インストールが完了したら、プラットフォームサブコンポーネントを手動で配置します。 

4. OKをクリックします。 

Linuxホストに iMCプラットフォームをインストールするには、次のガイドラインに従ってください。 

• iMCインストールパッケージのインストールディレクトリーにある install.shスクリプトを rootユーザー

として実行します。 

• Linux6.xを使用している場合は、install.shスクリプトを実行する前に、iMCインストールパッケージ

をローカルディレクトリーにコピーします。 
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• iMCインストールパッケージが FTP経由で転送される場合は、スクリプトのディレクトリーで

chmod-R775install.shを実行して、install.shスクリプトへの読み取りアクセスを許可します。 

iMCのインストールまたはアップグレード時に、iMC インストール環境にソケットの問題が存在する場合は、

iMCサーバーを再起動します。ソケットの問題が存在しない場合は、iMCサーバーを再起動する必要はあ

りません。 

VMインストールチェックパラメーターの設定 

仮想マシンに iMCプラットフォームをインストールする場合は、VM Installation Checkダイアログボックス

で検証タイプを選択します(図５を参照)。 

図５ VMインストールチェック 

 
 

必要に応じて、次のいずれかのタイプを使用して VMインストールチェックを完了します。 

• Physical Host :VMが属するホストの管理者アカウントを使用します。 

• License Server :ライセンスサーバーに登録されているアカウントを使用します。 

VMインストールチェックパラメーターは、ハイパーバイザープラットフォームによって異なります。 

物理ホスト検証タイプ 

VMware ESXへの iMCのインストール 

VM Installation Checkダイアログボックス(図６を参照)で、次のパラメータを設定します。 

• VM Type : このフィールドには VMwareが自動的に入力され、変更できません。 

• Host IP : VMホストの IPアドレスを入力します。 

• Access Protocol Type : VMホストへのアクセスに使用するプロトコルを選択します。オプションは

HTTPおよび HTTPS(デフォルト)です。使用するプロトコルについては、VMホスト管理者に問い合

わせてください。 

• Port number : VMホストが使用するポート番号を入力します。デフォルトは、HTTPでは80、HTTPS

では 443です。ポート番号については、VMホスト管理者に問い合わせてください。 

• username/password : VMホスト管理者のユーザー名とパスワードを入力します。 
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図６ VMインストールチェックパラメーターの設定 

 
 

Microsoft Hyper-Vへの iMCのインストール 

VM Installation Checkダイアログボックス(図７を参照)で、次のパラメータを設定します。 

• VM Type : このフィールドには自動的にMicrosoftが入力され、変更できません。 

• Host IP : VMホストの IPアドレスを入力します。 

• username/password : VMホスト管理者のユーザー名とパスワードを入力します。 

図７ VMインストールチェックパラメーターの設定 

 
 

H3C CASへの iMCのインストール 

VM Installation Checkダイアログボックス(図８を参照)で、次のパラメータを設定します。 

• VM Type : このフィールドには H3C CASが自動的に入力され、変更できません。 

• Host IP : VMホストの IPアドレスを入力します。 
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• Virtualization Manager IP : H3C CASクラウドサービスマネージャが配置されている IPアドレスを

入力します。 

• Access Protocol Type : VMホストへのアクセスに使用するプロトコルを選択します。オプションは

HTTPおよび HTTPS(デフォルト)です。使用するプロトコルについては、VMホスト管理者に問い合

わせてください。 

• Port number : VMホストが使用するポート番号を入力します。デフォルトは、HTTPでは80、HTTPS

では 443です。ポート番号については、VMホスト管理者に問い合わせてください。 

• username/password : VMホスト管理者のユーザー名とパスワードを入力します。 

図８ VMインストールチェックパラメーターの設定 

 
 

License Server検証タイプ 

この検証タイプを使用するには、最初に H3Cライセンスサーバーを展開します。H3Cライセンスサーバー

の展開については、H3Cライセンスサーバーのインストールガイドを参照してください。 

次に、に示すように、License Server Configurationダイアログボックスで設定します(図９を参照)。 

• License Server Address : H3Cライセンスサーバーの IPアドレスを入力します。 

• Port Number : H3Cライセンスサーバーで使用されるポート番号を入力します。デフォルト値は 5555

です。ポート番号については、H3Cライセンスサーバー管理者に問い合わせてください。 

• Username/Password : H3Cライセンスサーバーに正常に登録されたユーザーのユーザー名とパス

ワードを入力します。 
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図９ License Server Configurationダイアログボックス 

 
 

標準モードでのiMCプラットフォームのインストール 

1. Select localeダイアログボックスで、Typicalインストールタイプを選択し、OKをクリックします。 

Checking installation parametersダイアログボックスが開きます(図１０を参照)。 

図１０ Checking installation parameters 

 
 

2. 必要に応じてパラメータを設定します。 

この例では、データベーススーパーユーザーsaのパスワードを入力し、他のパラメータのデフォルト

設定を使用して、OKをクリックします。 

インストール環境とデータベース接続がチェックされ、チェック結果が表示されます。 

チェック結果に従って、失敗したチェック項目を修正します。 
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チェックに合格すると、システムはすべての iMCプラットフォームサブコンポーネントをインストールし

て配備します。 

iMCのインストールと配置が完了すると、Batch deploy succeededダイアログボックスが開きます

(図１１を参照)。 

図１１ バッチ展開に成功しました 

 
 

3. OKをクリックします。 

カスタムモードでのiMCプラットフォームのインストー

ル 

1. Select localeダイアログボックスで、Customインストールタイプを選択し、OKをクリックします。 

Checking Database Connectivityダイアログボックスが開きます(図１２を参照)。 

図１２ Checking Database Connectivityダイアログボックス 
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2. 必要に応じてパラメータを設定します。 

この例では、データベーススーパーユーザーsaのパスワードを入力し、他のパラメータのデフォルト

設定を使用して、OKをクリックします。 

インストール環境とデータベース接続がチェックされ、チェック結果が表示されます。 

チェック結果に従って、失敗したチェック項目を修正します。 

チェックに合格すると、iMCインストールウィザードが開きます(図１３を参照)。 

図１３ iMCインストールウィザード 

 
 

3. Nextをクリックします。 

Agreementページが開きます(図１４を参照)。 
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図１４ Agreementページ 

 
 

4. ライセンス契約条項を読み、Acceptを選択し、Nextをクリックします。 

Choose Target Folderページが開きます(図１５を参照)。 

図１５ Choose Target Folderページ 

 
 

5. インストールするコンポーネントを選択し、インストール先としてローカルパスを指定します。 
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インストールプログラムは、指定されたインストールパスにファイルが含まれているかどうかを確認し

ます。パスにファイルが含まれている場合は、メッセージが表示されます。OKをクリックしてファイル

を削除します。 

デフォルトのインストール場所は X:\Program Files\iMCです。ここで、Xは最大の空き容量を持つデ

ィスクのドライブ文字です。 
 

 注: 

• Linuxホストに iMCプラットフォームをインストールする場合は、インストール先として symlinkパ

スを使用しないでください。 

• Linuxでは、デフォルトのインストール場所は/opt/iMCです。 
 

6. Nextをクリックします。 

Deployment and Upgrade Optionsページが開きます(図１６を参照)。 

図１６ Deployment and Upgrade Optionsページ 

 
 

7. Deploy or upgrade laterを選択します。 

8. Nextをクリックします。 

Installation Summaryページが開きます(図１７を参照)。 



23 

図１７ Installation Summaryページ 

 
 

9. インストールの概要を確認し、Installをクリックします。 

インストールが完了すると、Installation Completedページが開きます(図１８を参照)。 

図１８ Installation Completedページ 

 
 

10. Open deployment monitoring agentを選択し、Finishをクリックします。 
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Intelligent Deployment Monitoring Agentが自動的に起動し、Batch deployダイアログボックスが

表示されます(図１９を参照)。 

図１９ Batch deployダイアログボックス 

 
 

11. 展開するコンポーネントを選択し、OKをクリックします。 

Database Configurationページが開きます(図２０を参照)。 

図２０ Database Configurationページ 

 
 

12. スーパーユーザーのパスワードを入力します。 



25 

13. データファイルの場所を設定します。 

指定したデータファイルの場所が読み取り可能、書き込み可能、および非圧縮のディスクドライブ上

にあり、ファイルが含まれていないことを確認してください。 

デフォルトのデータファイルの場所は、X:\Program Files\imcdataです。ここで、Xは、空き領域が最

も大きいディスクのドライブ文字です。 
 

 注: 

Linuxでは、デフォルトのデータファイルの場所は/opt/imcdataです。 
 

14. Nextをクリックします。 

Configure Web Service Portページが開きます(図２１を参照)。 

図２１ Configure Web Service Portページ 

 
 

15. HTTPおよび HTTPSポート番号を入力します。この例では、デフォルトのポート番号 8080および

8443を使用しています。 

他のポート番号を指定する場合は、指定したポートが他のサービスで使用されていないことを確認し

てください。 

16. Deployをクリックします。 

展開が完了すると、Batch deploy succeededダイアログボックスが開きます(図２２を参照)。 
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図２２ Batch Deploy Succeededダイアログボックス 

 
 

17. OKをクリックします。
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Intelligent Deployment Monitoring Agent

を使用した iMCの管理 

Intelligent Deployment Monitoring Agentは、iMCプラットフォームのインストール後に自動的にインスト

ールされます。 

Intelligent Deployment Monitoring Agentは、iMCの管理およびメンテナンスツールとして、iMCの操作

情報および次のようなさまざまな管理オプションを提供します。 

• iMCの開始と停止 

• 新しいコンポーネントのインストール 

• iMCコンポーネントのアップグレード 

• コンポーネントの配備と削除。 

Intelligent Deployment Monitoring Agentの起動 

Startボタンをクリックし、All programs > H3C Intelligent Management Centerの順に選択します。 

Intelligent Deployment Monitoring Agentが開きます。 

図２３に示すように、エージェントには Monitor、Process、Deploy、および Environmentの各タブがありま

す。デフォルトでは、Monitorタブが表示されます。 

次に、各タブの機能について説明します。 

図２３ Intelligent Deployment Monitoring Agent 
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 注: 

Linuxで Intelligent Deployment Monitoring Agentを起動するには、iMCインストールパスの/deployデ

ィレクトリーにある dma.shスクリプトを実行します。 
 

モニタタブ 

図２４に示すように、Monitor タブには、ディスク、CPU、物理メモリの使用状況など、iMC サーバーのパフ

ォーマンス情報が表示されます。 

このタブには、次のオプションもあります。 

• Start : iMCを起動するには、このボタンをクリックします。このボタンは、iMCが停止しているときに

使用できます。 
 

 重要: 

正しい操作を行うには、iMCインストールフォルダに対する読み取り/書き込み権限を持つアカウント

で H3C iMCサーバーサービスを起動します。デフォルトでは、H3C iMCサーバーサービスはローカ

ルシステムアカウントで起動します。 
 

• Stop : iMCを停止するには、このボタンをクリックします。このボタンは、iMCがすでに開始されてい

る場合に使用できます。 

• Automatically start the services when the OS starts : このチェックボックスをオンにすると、オペレ

ーティングシステムの起動時に iMCが自動的に開始されます。 

• Install : 新しいコンポーネントをインストールするか、既存のコンポーネントをアップグレードするには、

このボタンをクリックします。 

• Exit : Intelligent Deployment Monitoring Agentを終了するには、このボタンをクリックします。 

図２４ Intelligent Deployment Monitoring Agentの Monitorタブ 
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プロセスタブ 

図２５に示すように、Processタブには iMCプロセス情報が表示されます。 

図２５ Intelligent Deployment Monitoring Agentの Process タブ 

 
 

管理可能プロセスの右クリックメニューには、次のオプションがあります。 

• Start process : プロセスを開始するには、このオプションを選択します。このオプションは、プロセス

が停止している場合に使用できます。 

• Stop process : プロセスを停止するには、このオプションを選択します。このオプションは、プロセス

の開始時に使用できます。 

• Auto Start : iMCの起動時にプロセスの自動起動を有効にするには、このオプションを選択します。 

• Manual Start : このオプションを選択すると、プロセスこのオプションを選択します。 

• Refresh Process Status : プロセスのステータスをリフレッシュするには、このオプションを選択しま

す。 

Deployタブ 

図２６に示すように、Deployタブには、展開されたすべてのコンポーネントに関する情報が表示されます。 
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図２６ Intelligent Deployment Monitoring Agentの Deployタブ 

 
 

コンポーネントの右クリックメニューには、次のオプションがあります。 

• Deploy the Component : ローカルホストにコンポーネントを展開する場合は、このオプションを選択

します。 

このオプションは、選択したコンポーネントが undeployed状態の場合にのみ使用できます。 

• Batch Deploy : ローカルホストにコンポーネントをバッチ展開するには、このオプションを選択しま

す。 

コンポーネントは、インストールされているが undeployed状態の場合にのみ配備できます。 

• Undeploy the Component : コンポーネントの配備を解除するには、このオプションを選択します。 

このオプションは、選択したコンポーネントが Deployed状態の場合にのみ使用できます。 

• Undeploy the Component(Master only) : マスターサーバーからコンポーネントのデプロイ情報を削

除するには、このオプションを選択します。 

このオプションは、コンポーネントがデプロイされている下位サーバーが正しく動作できない場合にの

み使用できます。 

• Upgrade the Component : 構成部品をアップグレードするには、このオプションを選択します。 

• Batch upgrade : コンポーネントをバッチでアップグレードする場合は、このオプションを選択します。 

• Remove this Component : ホストからコンポーネントを削除するには、このオプションを選択します。 

このオプションは、選択したコンポーネントが undeployed状態の場合にのみ使用できます。 

• Show prerequisites : このオプションを選択すると、選択したコンポーネントが依存するすべてのコン

ポーネントが表示されます。コンポーネントは、依存するコンポーネントが配布された後にのみ配布

できます。 

コンポーネントが他のコンポーネントに依存していない場合、このオプションは使用できません。 
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• Show dependency : 選択したコンポーネントに依存するすべてのコンポーネントを表示するには、こ

のオプションを選択します。 

選択したコンポーネントに依存するコンポーネントが他にない場合、このオプションは使用できませ

ん。 

Environmentタブ 

図２７に示すように、Environmentタブには、現在の iMCサーバーのソフトウェア、ハードウェア、およびデ

ータベース情報が表示されます。 

このタブには、Database backup and restore領域のデータベースのバックアップとリストアオプションも表

示されます。 

environmentタブの詳細については、「データベースのバックアップとリストア」を参照してください。 

図２７ Intelligent Deployment Monitoring Agentの Environmentタブ 
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iMCサービスコンポーネントのインストールと展

開 

次に、サービスコンポーネントをインストールおよび展開する方法について説明します。表１１に、iMC 内

のすべてのサービスコンポーネントおよびサブコンポーネントを示します。 

表１１ サービスコンポーネントとサブコンポーネント 

コンポーネント サブコンポーネント 

エンドポイントインテリジェントアクセス 

• ユーザーアクセスマネージャ: 

 インテリジェント戦略プロキシ 

 ユーザーアクセス管理 

 ユーザーアクセス管理サブサーバー 

 ポータルサーバー 

 EIPサーバー 

 EIPサブサーバー 

 ポリシーサーバー 

 ポリシープロキシーサーバー 

 ユーザーセルフサービス 

 サードパーティ製ページ発行サーバー 

• TACACS+ Authentication Manager 

EADセキュリティポリシー 

• セキュリティポリシーの設定 

• デスクトップアセットマネージャ 

• Desktop Asset Managerプロキシサーバ 

iNode DC iNodeディゾルブ可能クライアント 

MPLS VPNマネージャー 

• MPLS VPN管理 

• MPLS TE管理 

• L2VPN管理 

IP Sec VPNマネージャー IP Sec VPNマネージャー 

音声サービスマネージャー 音声サービスマネージャー 

ワイヤレスサービスマネージャ 

• ワイヤレスサービスマネージャ 

• ワイヤレス侵入防止システム 

• ワイヤレスロケーションマネージャ 

• ワイヤレスロケーションエンジン 

ネットワークトラフィックアナライザ 

• ネットワークトラフィックアナライザ 

• ネットワーク動作アナライザ 

• ネットワークトラフィックアナライザサーバ 

• ネットワーク動作分析サーバー 

ユーザー動作の監査 

• ユーザー動作の監査 

• ユーザー動作監査サーバー 

• ネットワーク動作アナライザ 

• ネットワーク動作分析サーバー 

サービスオペレーションマネージャ 
• CMDB管理 

• サービスデスク 
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コンポーネント サブコンポーネント 

アプリケーションマネージャー アプリケーションマネージャー 

QoSマネージャー QoS管理 

サービスヘルスマネージャー 
• サービスヘルス管理 

• NQAコレクタ管理 

VAN接続マネージャー VAN接続管理 

ブランチインテリジェントマネジメントシステム 

• ブランチインテリジェントマネジメントシステム 

• 自動構成サーバー 

• モバイルブランチマネージャ 

リソース自動化マネージャー リソース自動化マネージャー 

VAN SDNマネージャー VAN SDNマネージャー 

VANファブリックマネージャ VANファブリックマネージャ 

UCヘルスマネージャ UCヘルスマネージャ 

エンドポイントモバイルオフィス 

• モバイルオフィスマネージャ 

• モバイルオフィスMDMプロキシ 

• インテリジェント戦略プロキシ 

セキュリティサービスマネージャ 
• セキュリティサービスマネージャ 

• ロードバランシングマネージャ 

ビジネスサービスマネージャ ビジネスサービスマネージャ 

ITサービスマネージャー 
• CMDB管理 

• サービスデスク 

 

すべてのサービスコンポーネントを同じ方法でインストールできますが、デプロイメントプロシージャが異な

る場合があります。デプロイメントプロシージャに基づいて、サービスコンポーネントをいくつかのカテゴリ

に分類できます(表１２を参照)。 

表１２ デプロイメントプロシージャ別に分類されたサービスコンポーネント 

コンポーネントの例 同様のコンポーネント 

NTA 

IVM、VSM、WSM、UBA、SOM、APM、QoSM、SHM、VCM、

BIMS、RAM、SDNM、VFM、UCHM、iNode DC、SSM、BSM、
ITSM 

UAM EMO、EAD、TAM 

MVM /該当なし 
 

次に、NTA、UAM、およびMVMをインストールおよび展開する方法について説明します。 

iMC NTAのインストールと配備 

1. Intelligent Deployment Monitoring Agentを起動し、Monitorタブの Installをクリックします。 

Choose folderダイアログボックスが開きます(図２８を参照)。 
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図２８ Choose folderダイアログボックス 

 
 

2. Browseをクリックし、NTAインストールパッケージの install\componentsフォルダを選択します。 

3. OKをクリックします。 

iMCインストールウィザードが開きます(図２９を参照)。 

図２９ iMCインストールウィザード 

 
 

4. Nextをクリックします。 

Agreementページが開きます(図３０を参照)。 
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図３０ agreementページ 

 
 

5. 使用許諾契約書とサードパーティライセンスを読み、Acceptを選択します。 

6. Nextをクリックします。 

Choose Target Folderページが開きます(図３１を参照)。 

Installation Location フィールドには、iMCプラットフォームのインストール場所が自動的に入力され、

変更できません。 

図３１ Choose target folderページ 
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7. コンポーネントリストからインストールする NTAサブコンポーネントを選択します。 

8. Nextをクリックします。 

Deployment and Upgrade Optionsページが開きます(図３２を参照)。 

図３２ Deployment and Upgrade Optionsページ 

 
 

9. Deploy or upgrade laterを選択します。 

10. Nextをクリックします。 

Installation Summaryページが開きます(図３３を参照)。 
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図３３ Installation Summaryページ 

 
 

11. インストール情報を確認し、installをクリックします。 

インストールが完了すると、Installation Completedページが開きます(図３４を参照)。 

図３４ Installation Completedページ 

 
 

12. Open deployment monitoring agentを選択し、Finishをクリックします。 

Batch deployダイアログボックスが開きます(図３５を参照)。 
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図３５ batch deployダイアログボックス 

 
 

13. 展開する NTAサブコンポーネントを選択します。 

この例では、すべての NTAサブコンポーネントを選択します。 

14. OKをクリックします。 

選択した NTAサブコンポーネントの配備が開始されます。 

展開が完了すると、Batch deploy succeededダイアログボックスが開きます(図３６を参照)。 

図３６ Batch Deploy Succeededダイアログボックス 

 
 

15. 必要に応じて Start iMC Server Nowオプションを設定し、OKをクリックします。 

iMC UAMのインストールと展開 

1. iMC NTAと同じ方法で iMC UAMをインストールします。インストール手順については、「iMC NTA

のインストールと適用」を参照してください。 
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2. Installation Completedページ(図３７を参照)で、Open deployment monitoring agentを選択し、

Finishをクリックします。 

図３７ Installation Completedページ 

 
 

Batch deployダイアログボックスが開きます(図３８を参照)。 

図３８ batch deployダイアログボックス 

 
 

3. 展開する UAMサブコンポーネントを選択し、OKをクリックします。 
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この例では、EIP Sub Serverと User Access Management Sub Serverを除くすべての UAMサブ

コンポーネントを選択します。 

EIPサブサーバーおよびユーザーアクセス管理サブサーバーのサブコンポーネントは、分散配置の

下位サーバーに配置する必要があります。 

iMC配置ウィザードが起動し、Intelligent Strategy Proxy Configurationページが表示されます(図

３９を参照)。 

図３９ Intelligent Strategy Proxy Configurationページ 

 
 

4. 次のパラメータを設定します。 

 IPv4 Address(Client) : strategy proxyコンポーネントの IPアドレスを入力します。デフォルトで

は、このフィールドにはローカルホストの IPアドレスが自動的に移入されます。 

 IPv4 address(server) : ユーザーアクセス管理コンポーネントの IPアドレスを入力します。デフォ

ルトでは、このフィールドにはローカルホストの IPアドレスが自動的に移入されます。 

ローカルホストに複数の NICがあり、Intelligent Strategy Proxyおよび User Access Management

を異なる NICに関連付ける場合にのみ、デフォルト設定を変更します。 

5. deployをクリックします。 

Configure User Access Managementページが開きます(図４０を参照)。 
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図４０ Configure User Access Managementページ 

 
 

6. 次のパラメータを設定します。 

 Database Password/Confirm Password : これらのフィールドには、iMCプラットフォームのイン

ストール時に指定したデータベーススーパーユーザー sa のパスワードが自動的に入力されま

す。 

iMCプラットフォームのインストール後にデータベースユーザーパスワードが変更された場合は、

これらのフィールドに新しいパスワードを入力します。 

 UAM Server's IPv4Address : このフィールドには、ローカルホストの IPアドレスが自動的に入力

されます。 

7. deployをクリックします。 

Configure Portal Componentページが開きます(図４１を参照)。 
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図４１ Configure Portal Componentページ 

 
 

8. 既定の設定を使用し、deployをクリックします。 

Configure EIP Serverページが開きます(図４２を参照)。 

図４２ Configure EIP Serverページ 

 
 

9. 既定の設定を使用し、deployをクリックします。 

Configure Policy Serverページが開きます(図４３を参照)。 
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図４３ Configure Policy Serverページ 

 
 

10. 既定の設定を使用し、deployをクリックします。 

Configure User SelfServiceページが開きます(図４４を参照)。 

図４４ Configure User SelfServiceページ 

 
 

11. 既定の設定を使用し、deployをクリックします。 

Third-Party Page Publish Server Configurationページが開きます(図４５を参照)。 
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図４５ Third-Party Page Publish Server Configurationページ 

 
 

12. 既定の設定を使用し、deployをクリックします。 

選択したすべての UAMサブコンポーネントが展開されます。 

Batch deploy succeededダイアログボックスが開きます(図４６を参照)。 

図４６ Batch Deploy Succeededダイアログボックス 

 
 

13. 必要に応じて Start iMC Server Nowオプションを設定し、OKをクリックします。 

iMC MVMのインストールと展開 

1. iMC MVMは、iMC NTAと同じ方法でインストールしてください。インストール手順については、「iMC 

NTAのインストールと適用」を参照してください。 

2. 図４７に示す Installation Completedページで、Open deployment monitoring agentを選択し、

Finishをクリックします。 
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図４７ Installation Completedページ 

 
 

Batch deployダイアログボックスが開きます(図４８を参照)。 

図４８ Batch deployダイアログボックス 

 
 

3. 展開するMVMサブコンポーネントを選択し、OKをクリックします。 

この例では、すべてのMVMサブコンポーネントを選択します。 
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Please Choose L2VPN Global Parameter Operateページが開きます(図４９を参照)。 

図４９ Please Choose L2VPN Global Parameter Operateページ 

 
 

4. 必要に応じて L2VPNパラメータを設定します。 

VPLSでは、シグナリングに LDPまたはBGPを使用できます。BGPを選択すると、VLLおよびPBB

オプションは使用できなくなります。 

5. deployをクリックします。 

展開が完了すると、Batch deploy succeededダイアログボックスが開きます(図５０を参照)。 

図５０ Batch Deploy Succeededダイアログボックス 

 
 

6. 必要に応じて start iMC Server Nowオプションを設定し、OKをクリックします。 
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プラグインのインストール 

DHCPプラグインのインストール 

iMCがDHCPサーバーからエンドポイント名を取得できるようにするには、DHCPサーバーにDHCPプラグ

インをインストールします。 

制約事項とガイドライン 

iMCがDHCPサーバーからエンドポイント名を正しく取得するには、次の要件を満たす必要があります。 

• DHCPサーバーが存在し、DHCPプラグインがインストールされ、iMCサーバーから到達可能な唯

一の DHCPサーバーである必要があります。 

• DHCPサーバーサービスおよび iMC DHCPプラグサービスは、DHCPサーバーで有効になってい

ます。 

• DHCPサーバーが iMCに追加され、その設定が iMCに同期化されます。 

• DHCPサーバー上のファイル server\imf\server\conf\imf.cfgの IMGAddress値が正しく設定されて

いる。 

デフォルトでは、iMCは DHCPサーバーから予約済または割当済の IPアドレスを取得しません。iMCが

このようなアドレスを取得できるようにするには、次のタスクを実行します。 

1. DHCPサーバーで、ファイル server\imf\server\conf\dhcp_agent.cfgの

GetDHCPAllocAndReservedIpInfoFlagの値を 1に設定します。 

2. DHCPサーバーで iMC DHCPプラグサービスを再起動します。 

3. iMCサーバーで、DHCPサーバー設定を iMCに同期します。 

MS DHCPサーバーへの DHCPプラグインのインストール 

1. iMCサーバーで、qvdm.confファイルを編集して、iMCが DHCPサーバーからエンドポイント名また

は FQDNを取得できるようにします。 

a. iMCインストールパスの\server\conf\ディレクトリーで、メモ帳を使用してqvdm.confファイルを開

きます。 

b. 次の行をファイルに追加します。 

l2topoPCNameDhcpSwitch=1 

c. ファイルを保存して閉じます。 

d. Intelligent Deployment Monitoring Agentで iMCを再起動します。 

2. MS DHCPサーバーで imf.cfgファイルを編集して、DHCPサーバーが iMCと通信できるようにしま

す。 

a. iMCサーバーの iMCインストールパッケージの\windows\tools\ディレクトリーにあるプラグインイ

ンストールパッケージ dhcp-plug-windows.zipをMS DHCPサーバーに転送します。 

b. インストールパッケージを解凍します。 

c. メモ帳を使用して、\dhcp-plug-windows\server\imf\server\confディレクトリーにある imf.cfgファ

イルを開きます。 

d. imf.cfgファイルを次のように編集します。 
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− IMGAddressの値を iMCサーバーの IPアドレスに設定します。 

− IMGPortの値を IMGポート番号に設定します。デフォルトは 8800です。 

e. ファイルを保存して閉じます。 

3. dhcp-plug-windowsディレクトリーで install.batスクリプトを実行します。 

インストールが完了すると、新しいサービス iMC DHCPプラグがシステムサービスに追加されます。 

4. iMC DHCPプラグサービスを開始します。 

a. startボタンをクリックし、Administrative > component servicesを選択します。 

b. component servicesページで、ナビゲーションツリーから service(local)を選択します。 

c. Services(Local)リストで、iMC DHCP Plugサービスを右クリックし、Startを選択します。 

DHCPプラグインをアンインストールするには、dhcp-plug-windowsディレクトリーで uninstall.batスクリプ

トを実行します。 
 

 重要: 

プラグインインストールパッケージ dhcp-plug-windows.zipが解凍されているディレクトリーは削除しない

でください。ディレクトリーを削除すると、DHCPプラグインを完全にアンインストールできません。 
 

Linux DHCPサーバーへの DHCPプラグインのインストール 

1. iMCサーバーで、qvdm.confファイルを編集して、iMCが DHCPサーバーからエンドポイント名また

は FQDNを取得できるようにします。 

a. iMCインストールパスの\server\confディレクトリーで、メモ帳を使用して qvdm.confファイルを開

きます。 

b. 次の行をファイルに追加します。 

l2topoPCNameDhcpSwitch=1 

c. ファイルを保存して閉じます。 

d. Intelligent Deployment Monitoring Agentで iMCを再起動します。 

2. Linux DHCPサーバーで imf.cfgファイルを編集し、DHCPサーバーが iMCと通信できるようにしま

す。 

a. プラグインインストールパッケージ dhcp-plug-linux.zipを、iMCサーバー上の iMCインストール

パッケージの toolsディレクトリーから Linux DHCPサーバーに転送します。 

b. インストールパッケージを解凍します。 

c. viエディタを使用して、/dhcp-plug-linux/server/imf/server/conf/ディレクトリーにある imf.cfgファ

イルを開きます。 

vi imf.cfg 

d. imf.cfgファイルを編集します。 

− IMGAddressの値を iMCサーバーの IPアドレスに設定します。 

− IMGPortの値を IMGポート番号に設定します。デフォルトは 8800です。 

e. ファイルを保存して閉じます。 

3. DHCPアドレス割り当て情報を格納する dhcpd.leasesファイルのパスを設定します。 

a. dhcpd.leasesファイルのパスを確認します。デフォルトのパスは/var/lib/dhcpです。 

b. viエディタを使用して、/dhcp-plug-linux/server/imf/server/conf/ディレクトリーにある qvdm.conf

ファイルを開き、ファイルに次の行を追加します。 

DhcpPlugIpAllocPath = <file path>/dhcpd.leases 
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<file path>を dhcpd.leasesファイルのパスに置き換えます。 

c. ファイルを保存して閉じます。 

4. dhcp-plug-linuxディレクトリーで install.shスクリプトを実行します。 

インストールが完了すると、システムは自動的に dhcp-plug サービスを開始し、そのサービスをシステム

サービスに追加します。 

dhcp-plugサービスを手動で開始するには、service dhcp-plug startコマンドを実行します。 

dhcp-plugサービスを停止するには、service dhcp-plug stopコマンドを実行します。 

DHCP プラグインをアンインストールするには、プラグインインストールパッケージの dhcp-plug-linux ディ

レクトリーで uninstall.shスクリプトを実行します。 
 

 重要: 

• プラグインインストールパッケージ dhcp-plug-linux.zipが解凍されているディレクトリーは削除しないでください。

ディレクトリーを削除すると、DHCPプラグインを完全にアンインストールできません。 

• Terminal Access > DHCP Configuration機能を使用して Linux DHCPサーバーを設定することはできません。 

 

VRMプラグインのインストール 

仮想リソース管理(VRM)は、仮想ネットワークを管理するための iMCプラットフォームのサブコンポーネン

トです。VRMプラグインには、VRM Windowsエージェントと VRM Linuxエージェントがあります。 

VRM Windowsエージェントのインストール 

 注意: 

VRM Windowsエージェントは、Windows Server2008R2、Windows Server2012、およびWindows 

Server2012R2にインストールできます。Windowsサーバーにインストールできる VRM Windowsエージ

ェントは 1つだけです。 
 

iMC用のVRM Windowsエージェントをインストールして、ネットワーク上のMicrosoft Hyper-Vサーバーを

管理します。 

Microsoft Hyper-V サーバーが Microsoft VMM サーバーによって管理されている場合は、Microsoft 

VMMサーバーに VRM Windowsエージェントをインストールすることをお勧めします。VRM Windowsエ

ージェントは、最大 50台のHyper-Vサーバーを管理できます。ネットワーク上に 50台以上のHyper-Vサ

ーバーが存在する場合は、追加の VRM Windowsエージェントをインストールしてください。 

VRMエージェントインストーラを実行する前に、.NET Framework4.5および PowerShell3.0アプリケーシ

ョンがサーバーにインストールされていることを確認してください。これらのアプリケーションはMicrosoftの

Webサイトから入手できます。 

VRM Windowsエージェントをインストールするには: 

1. iMCインストールパッケージの toolsディレクトリーにある vrm-plug-windows.zipファイルを解凍しま

す。 

2. 解凍したファイルをサーバー上のローカルディレクトリーに保存して、VRMエージェントをインストー

ルします。 

3. vrm-plug-windowsディレクトリーで Register.batを実行します。 

インストールプログラムは、.NET Framework4.5およびPowerShell3.0のインストールを検証します。

次に、VRM Windowsエージェントをインストールし、インストールの完了後に自動的に終了します。 



50 

インストール後に vrm-plug-windowsディレクトリーまたはディレクトリー内のファイルを削除しないで

ください。サービス登録パスです。 

4. メモ帳を使用して、\vrm-plug-windows\serverimf\server\confディレクトリーにある imf.cfgファイル

を開きます。 

5. imf.cfgファイルを編集します。 

 IMGAddressの値を iMCサーバーの IPアドレスに設定します。 

 IMGPortの値を IMGポート番号に設定します。デフォルトは 8800です。 

6. ファイルを保存して閉じます。 

7. iMC VRMエージェントサービスを開始します。 

a. startボタンをクリックし、Administrative tools > component servicesを選択します。 

b. component servicesページで、ナビゲーションツリーから service(local)を選択します。 

c. Services(Local)リストで iMMC VRM Agentを右クリックし、Startを選択します。 

VRM Windowsエージェントがすでにインストールされている場合は、vrm-plug-windowsディレクトリーで

UnRegister.batスクリプトを実行し、最初に VRM Windowsエージェントをアンインストールします。 

VRM Linuxエージェントのインストール 

VRMは、Linuxエージェントを使用して、Red Hat、Ubuntu、FedoraおよびCitrix XenServer仮想ネットワ

ークのKVM仮想ネットワークを管理します。このエージェントを使用すると、KVMおよびXenの仮想ネット

ワークデータを取得し、仮想ネットワークパラメータを設定できます。各VRM Linuxエージェントは、最大

200台の物理KVMおよびXenサーバーを管理できます。必要に応じて、複数のVRM Linuxエージェントを

インストールできます。 

VRM Linuxエージェントは、Red Hat Linux6.0以降のバージョンで実行できます。 

インストールの前提条件 

VRM Linuxエージェントは32ビットのプログラムで、32ビットと64ビットのRed Hat Linuxに適用されます。 

32ビットRed Hat Enterprise LinuxにVRM Linuxエージェントをインストールするには、LinuxがWebサー

バー機能をサポートし、sshpass-1.05-1.el5.rf.i386.rpmソフトウェアパッケージがインストールされている

ことを確認してください。 

64ビット Red Hat Enterprise Linuxに VRM Linuxエージェントをインストールするには、まず次の 32ビッ

トソフトウェアパッケージをインストールします。 

• compat-libcap1-1.10-1.i686.rpm 

• glibc-2.12-1.107.el6.i686.rpm 

• keyutils-libs-1.4-4.el6.i686.rpm 

• krb5-libs-1.10.3-10.el6.i686.rpm 

• libaio-0.3.107-10.el6.i686.rpm 

• libcom_err-1.41.12-14.el6.i686.rpm 

• libgcc-4.4.7-3.el6.i686.rpm 

• libidn-1.18-2.el6.i686.rpm 

• libssh2-1.4.2-1.el6.i686.rpm 

• libstdc++-4.4.7-3.el6.i686.rpm 

• nspr-4.9.2-1.el6.i686.rpm 

• nss-3.14.0.0-12.el6.i686.rpm 

• nss-softokn-freebl-3.12.9-11.el6.i686.rpm 
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• nss-util-3.14.0.0-2.el6.i686.rpm 

• openldap-2.4.23-31.el6.i686.rpm 

• sshpass-1.05-1.el6.rf.i686.rpm 

• openssl-1.0.0-27.el6.i686.rpm 

このセクションでは、例として Red Hat Enterprise Linux6.4を使用します。他の Linux6バージョンでは、

パッケージ名に異なるバージョンが含まれる場合があります。 

必要なソフトウェアパッケージをインストールするには、以下の手順に従ってください。 

1. Re d Hat Enterprise Linuxに rootとしてログインします。 

2. LinuxインストールディスクをCD-ROMドライブに挿入し、パッケージが保存されているディレクトリー

を入力します。 

3. パッケージをローカルディレクトリーに保存し、インターネットから sshpass-1.05-1.el6.rf.i686.rpmを

ダウンロードします。 

4. ターミナルウィンドウを起動し、パッケージが保存されているローカルディレクトリーを入力します。 

5. パッケージをインストールします。xxxはパッケージ名です。 

Rpm -I --nodeps xxx 

インストール手順 

1. iMCインストールパッケージの toolsディレクトリーにある vrm-plug-linux.zipファイルを解凍します。 

2. 解凍したファイルをローカルディレクトリーに保存します。 

3. vrm-plug-linuxフォルダーで install.shスクリプトを実行します。 

4. iMCサーバーの IPアドレスを入力します。デフォルト設定は localhostです。 

5. インストールが正常に完了したことを確認します。 

Ps -ef | grep imcvnmagent 

エージェントが正常にインストールされると、imcvnmagentプロセスが実行されます。 

VRM Linux エージェントがすでにインストールされている場合は、vrm-plug-linux ディレクトリーで

uninstall.shスクリプトを実行して、最初に VRM Linuxエージェントをアンインストールします。 

LLDPプラグインのインストール 

VRMコンポーネントを配置する場合は、トポロジ計算用のLLDPプラグインをインストールする必要があり

ます。 

LLDPプラグインには次のパッケージが含まれています。 

• lldp-agent-redhat.zip 

• lldp-agent-ubuntu.zip 

• lldp-agent-windows.zip 

パッケージlldp-agent-redhat.zipおよびlldp-agent-ubuntu.zipはKVMサーバーに適用され、

lldp-agent-windows.zipパッケージはMicrosoft Hyper-Vサーバーに適用されます。 

LLDPプラグインをインストールする前に、パッケージをターゲットサーバに保存して解凍します。 

lldp-agent-windows.zipパッケージが非システムディスクに保存されていることを確認します。 
 

 重要: 

LLDP agentのインストール後に、解凍されたインストールパッケージがあるフォルダを削除しないでくださ

い。フォルダを削除すると、LLDPプラグインを完全にアンインストールできません。 
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LLDP Windowsエージェントのインストール 

LLDP Windowsエージェントは、32ビットおよび64ビットのWindowsオペレーティングシステムをサポート

します。 

LLDP Windowsエージェントをインストールして設定するには: 

1. LLDP Windowsエージェントのインストールパスで install.batスクリプトを実行します。 

LLDP Windowsエージェントがインストールされている。 

2. LLDP Windowsエージェントを設定します。 

LLDP Windowsエージェントは、LLDPまたは CDPのいずれかをサポートしますが、同時に両方を

サポートしません。デフォルトでは、エージェントは LLDPをサポートします。 

LLDP agentが CDPをサポートし、パケット送信間隔を設定できるようにするには: 

a. Windowsシステムディスクの\Program Files\lldpAgent\ディレクトリーにある lldpagent.confファ

イルを開きます。 

b. 文字列#Agent=CDPからポンド記号(#)を削除します。 

c. 文字列#INTERVAL=10からシャープ記号(#)を削除し、必要に応じて間隔を設定します。 

デフォルト設定は 300秒です。 

d. ファイルを保存して閉じます。 

3. lldp-agentサービスを再起動します。 

LLDP Linuxエージェントのインストール 

パッケージlldp-agent-redhat.zipおよびlldp-agent-ubuntu.zipのインストール手順は同じです。以下に、

lldp-agent-redhat.zipパッケージのインストール手順を説明します。 

LLDP Linuxエージェントは、64ビットLinux(Red Hat5.5、Ubuntu11.0を含む64ビットLinuxにインストール

する必要があります。 

LLDP Linuxエージェントをインストールして設定するには: 

1. 実行可能権限を install.shスクリプトに設定し、LLDP Linuxエージェントのインストールパスでスクリ

プトを実行します。 

LLDP Linuxエージェントがインストールされている。 

2. LLDP Linuxエージェントを設定します。 

LLDP Linuxエージェントは、LLDPまたは CDPのいずれかをサポートしますが、同時に両方をサポ

ートしません。デフォルトでは、エージェントは LLDPをサポートします。 

LLDP agentが CDPをサポートし、パケット送信間隔を設定できるようにするには: 

a. confディレクトリーにある lldpagent.confファイルを開きます。 

vi lldpagent.conf 

b. 文字列 #Agent=CDPからポンド記号(#)を削除します。 

c. 文字列 #INTERVAL=10からシャープ記号(#)を削除し、必要に応じて間隔を設定します。 

デフォルト設定は 300秒です。 

d. ファイルを保存して閉じます。 

3. lldp-agentサービスを再起動します。 

service lldp-agentの再起動 
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iMCへのアクセス 

iMCはPCからアクセスできるブラウザベースの管理ツールです。Professional版の iMCもモバイルデバ

イスからアクセスできます。 

ハードウェア、ソフトウェア、およびブラウザの要件 

 

表１３ PCから iMCにアクセスするための要件 

オペレー
ティングシ
ステム 

ハードウェアおよびソフトウ
ェア 

ブラウザのバージョン ブラウザの設定要件 

Windows 

• 推奨解像度:幅 1280ピク

セル 

• JR E1.6.0_update27以

降がインストールされてい

る。 

• IE10または 11 

• Firefox30以降 

• Chrome35以降 

• ポップアップブロックをオフにし

ます。 

• Cookieを有効にします。 

• iMCを信頼済みサイトとして追

加します。 

 

PCからのiMCへのアクセス 

iMCへのアクセス 

1. ブラウザのアドレスバーに、次のいずれかの形式でWebアドレスを入力します。 

 http://ip-address:port/imc 

 https://ip-address:port/imc 

Webアドレスでは、ip-addressは iMCサーバーの IPアドレス、portは iMCで使用される HTTPま

たは HTTPSポート番号です。デフォルトでは、iMCは HTTPポート 8080と HTTPSポート 8443を

使用します。 

iMCログインページが開きます。 

2. ユーザー名とパスワードを入力し、loginをクリックします。 

デフォルトでは、iMCスーパーユーザー名とパスワードは adminと adminです。 
 

 重要: 

• セキュリティ上の理由から、最初のログイン直後に iMCスーパーユーザー管理者のパスワードを

変更してください。 

• HTTPSを使用して iMCにアクセスしようとすると、証明書エラーメッセージが表示されることがあ

ります。詳細は、H3C Getting Started Guideを参照してください。 
 

UAMセルフサービスセンターへのアクセス 

UAM ユーザーセルフサービスサブコンポーネントが配備されている場合、ブラウザのアドレスバーに次の

いずれかの形式でWebアドレスを入力して、ユーザーセルフサービスセンターにアクセスします。 
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• http://ip-address:port 

• http://ip-address:port/selfservice 

Webアドレスでは、ip-addressはUAM User SelfServiceサブコンポーネントが配備されている iMCサー

バーの IPアドレス、portは iMCが使用する HTTPポート番号です。 

SOMサービスデスクへのアクセス 

SOM Service Deskサブコンポーネントされている場合、ブラウザのアドレスバーに次の Webアドレスを

入力して、SOMサービスデスクにアクセスします。 

http://ip-address:port/servicedesk 

Webアドレスでは、ip-addressは SOMサービスデスクが配置されている iMCサーバーの IPアドレス、

portは iMCが使用する HTTPポート番号です。 

モバイルデバイスからiMCにアクセスする 

1. モバイルデバイスでブラウザを開きます。 

2. ブラウザのアドレスバーに http://ip-address:port/imcと入力します。 

Webアドレスでは、ip-addressは iMCサーバーの IPアドレス、portは iMCの HTTPポート番号で

す。デフォルトの HTTPポート番号は 8080です。 

iMCログインページが開きます。 

3. Operatorフィールドと Passwordフィールドにユーザー名とパスワードを入力します。 

オペレータが iMCに追加されている必要があります。ログインに使用するオペレータアカウントは、

iMC Platform - Resource Management > Mobile client Access操作権限を持つオペレータグルー

プに属している必要があります。 

4. 必要に応じて、mobileまたは PCを選択します。 

PCバージョンの iMCは複雑な操作を必要とし、すべての機能を提供します。モバイルバージョンの

iMCでは、次の操作を実行できます。 

 障害のあるデバイスおよびインターフェイスに関する情報を表示します。 

 デバイスを照会します。 

 デバイスアラームを表示します。 

 リアルタイムアラームを受信します。 

 pingまたは tracertコマンドを使用して、デバイスの到達可能性をテストします。 

 カスタムビューとデバイスビューを表示します。 

5. loginをクリックします。 

iMCの保護 

iMCを保護するには、次の作業を実行することをお勧めします。 

• 最初のログイン直後に iMCスーパーユーザー管理者のパスワードを変更します。 

• 管理アカウントを LDAPまたは RADIUSを介して中央 AAAサーバーに関連付けます。 

• AAAサーバーへのアクセス損失から回復するために、ローカルパスワードを使用して 1つの管理ア

カウント(adminではなく)を保持します。 
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• iMCログインページで検証コード機能を有効にします。詳細は、「H3C iMCスタートアップガイド」を参

照してください。 
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iMCのアップグレード 

次に、iMC プラットフォームをアップグレードする例を示します。iMC プラットフォームのアップグレードと同

じ方法で iMCサービスコンポーネントをアップグレードします。 

アップグレードの準備 

iMCプラットフォームをアップグレードする前に、次の作業を実行します。 

• iMCプラットフォームおよびすべてのデプロイ済サービスコンポーネントのアップグレードパッケージ

を入手します。iMCプラットフォームのアップグレード後、すべてのサービスコンポーネントを新しい

iMCプラットフォームのバージョンに合わせてアップグレードします。 

• DBMan手動バックアップを使用して iMCデータベースファイルをバックアップします(データベースの

バックアップとリストア」を参照)。すべての iMCプロセスを停止し、iMCインストールディレクトリーを

バックアップパスに保存します。アップグレードが失敗した場合は、これらのファイルを使用して iMC

をリストアできます。 

iMCのアップグレード 

 注意: 

• 展開されたすべての iMCコンポーネントに対して互換性のあるアップグレードパッケージがあることを

確認してください。アップグレードされたパッケージがないコンポーネントは、iMCプラットフォームのア

ップグレード後にアップグレードできず、無効になる場合があります。 

• iMCインストールパスで install\install.batスクリプトを実行して iMCをアップグレードしないでください。 

• アップグレードされたサービスコンポーネントのレポート機能がレポート管理コンポーネントに依存して

いる場合は、サービスコンポーネントのバージョンに合わせてレポート管理コンポーネントをアップグレ

ードします。 
 

iMCプラットフォームのアップグレード 

1. Intelligent Deployment Monitoring Agentを起動し、Monitorタブの Installをクリックします。 

Choose folderダイアログボックスが開きます(図５２を参照)。 

図５２ Choose folderダイアログボックス 

 
 

2. Browseをクリックし、アップグレードパッケージ内の install\componentsディレクトリーを選択しま

す。 
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3. OKをクリックします。 

iMCインストールウィザードが開きます(図５３を参照)。 

図５３ iMCインストールウィザード 

 
 

4. Nextをクリックします。 

Agreementページが開きます(図５４を参照)。 
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図５４ Agreementページ 

 
 

5. ライセンス契約条項を読み、acceptを選択し、nextをクリックします。 

Upgrade Common Componentsダイアログボックスが開きます(図５５を参照)。 
 

 注: 

共通コンポーネントには、Intelligent Deployment Monitoring Agentと共通バックグラウンドサービス

があります。 
 

図５５ Upgrade Common Componentsダイアログボックス 

 
 

6. OKをクリックします。 

共通コンポーネントが自動的にアップグレードされ、アップグレードの進行状況が表示されます(図５

６を参照)。 
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図５６ Upgrade Common Components 

 
 

共通コンポーネントをアップグレードすると、Choose Target Folderページが開きます(図５７を参

照)。 

このページには、アップグレードパッケージをインストールするコンポーネントとインストール場所が

表示されます。 

図５７ Choose Target Folderページ 

 
 

7. 情報を確認し、nextをクリックします。 

Deployment and Upgrade Optionsページが開きます(図５８を参照)。 
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図５８ Deployment and Upgrade Optionsページ 

 
 

8. Deploy or upgrade at onceを選択し、Nextをクリックします。 

Installation Summaryページが開きます(図５９を参照)。 
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図５９ Installation Summaryページ 

 
 

9. インストールの概要を確認し、installをクリックします。 

インストールが完了すると、Batch upgradeダイアログボックスが開きます(図６０を参照)。 

図６０ Batch upgradeダイアログボックス 

 
 

10. アップグレードするコンポーネントを選択し、OKをクリックします。 
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アップグレードが完了すると、または図６１に示す Batch upgrade resultダイアログボックスが開きま

す。このダイアログボックスの内容は、アップグレード前に DBManで自動バックアップおよびリストア

の設定が行われていたかどうかによって異なります。 

図６１ Batch upgrade result 

 
 

図６２ 自動バックアップおよびリストアによるバッチアップグレードの結果 

 
 

11. OKをクリックします。 

12. Auto backup and recovery settingsダイアログボックスが開いたら、自動バックアップとリストアの設

定を構成し、OKをクリックします。 

13. iMCを起動するには、Intelligent Deployment Monitoring AgentのMonitorタブで Start iMCをクリ

ックします。 

iMCのリストア 

iMCアップグレードが失敗した場合は、アップグレード前のバージョンに iMCをリストアします。 

1. iMCデータベースを手動でリストアします。詳細、「データベースのバックアップとリストア」で説明され

ている手動リストアを参照してください。 

2. データベースのリストアが完了したら、Intelligent Deployment Monitoring Agentで iMCを停止しま

す。 

3. Intelligent Deployment Monitoring Agentを閉じます。 

4. Start > All Programs > Control Panel > System and Security > Administrative Tools > Services

を選択して、H3C iMCサーバーを停止します。 

5. iMCインストールディレクトリーで、アップグレード失敗分析に必要なログファイルをバックアップし、

ディレクトリー内のすべてのファイルを削除します。 

6. バックアップ iMCインストールディレクトリーを iMCインストールパスにコピーします。 

7. Start > All Programs > Control Panel > System and Security > Administrative Tools > Services

を選択して、H3C iMCサーバーを起動します。 

8. Intelligent Deployment Monitoring Agentで iMCを起動します。 

ステートフルフェイルオーバーモードで動作している iMC の場合、フェイルオーバーシステムのプライマリ

サーバだけで iMCをリストアします。 
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iMCのアンインストール 

コンポーネントごとに iMC コンポーネントをアンインストールするか、すべてのコンポーネントを一度にアン

インストールします。 

iMCを再インストールするには、再インストールの前に次の作業を実行します。 

• iMCのアンインストール後にデータベースを再インストールした場合は、以前の iMCシステムのデー

タファイルが格納されているフォルダを手動で削除します。デフォルトのフォルダは imcddataです。 

• iMCのインストールまたはアンインストールでエラーが発生した場合は、iMCのインストールディレク

トリーと iMC-Reservedフォルダを手動で削除します。iMC-ReservedフォルダはWINDOWSディレ

クトリーまたは Linuxディレクトリーにあります。 

iMCコンポーネントのアンインストール 

iMC コンポーネントをアンインストールする前に、そのコンポーネントに依存するすべてのコンポーネントを

アンインストールしてください。 

iMCコンポーネントをアンインストールするには: 

1. Intelligent Deployment Monitoring Agentを開きます。 

2. monitorタブで、Stop iMCをクリックします。 

3. deployタブで、アンインストールするコンポーネントを右クリックし、Undeploy the componentsを選

択します。 

確認ダイアログボックスが開きます。 

4. OKをクリックします。 

Intelligent Deployment Monitoring Agentがコンポーネントをアンデプロイします。アンデプロイが完

了すると、操作成功ダイアログボックスが開きます。 

5. OKをクリックします。 

6. deployタブで、展開されていないコンポーネントを右クリックし、Remove this componentを選択しま

す。 

確認ダイアログボックスが開きます。 

7. OKをクリックします。 

Intelligent Deployment Monitoring Agentがコンポーネントをアンインストールします。アンインスト

ールが完了すると、操作成功ダイアログボックスが開きます。 

8. OKをクリックします。 

すべてのiMCコンポーネントを一度にアンインストー

ルする 

1. Intelligent Deployment Monitoring Agentを開きます。 

2. monitorタブで、stop iMCをクリックします。 

3. Windowsで、start > All programs > H3C Intelligent Management Center > Uninstall H3C 

Intelligent Management Centerを選択します。 
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Linuxでは、iMCインストールパスの/deployディレクトリーにある uninstall.shスクリプトを実行しま

す。 

アンインストールウィザードが開きます。 

4. Uninstallをクリックします。 

確認ダイアログボックスが開きます。 

5. OKをクリックします。 

Intelligent Deployment Monitoring Agentは、すべてのコンポーネントをアンインストールします。ア

ンインストールが完了すると、uninstall completedダイアログボックスが開きます。 

6. OS rebootオプションの選択を解除し、OKをクリックします。 

7. WINDOWSフォルダまたは Linux/etcディレクトリー内の iMC-Reservedフォルダを削除します。 

8. オペレーティングシステムを再起動します。 
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iMCの登録 

登録されていない iMCバージョンは、登録されているバージョンと同じ機能を提供しますが、サービスが最

初に開始されてから 45日間しか使用できません。iMCを登録して時間制限を解除してください。 

Windowsシステムと Linuxシステムの iMC登録手順は似ています。次に、Windows Server2012R2マ

シンに iMCを登録する方法を説明します。 

ライセンスの取得 

ホストファイルの取得 

1. iMCログインページで、Registerをクリックします。 

Select the operation to performダイアログボックスが開きます(図６３を参照)。 

図６３ Select the operation to performダイアログボックス 

 
 

2. 次のパラメータを設定します。 

a. 管理者のパスワードを入力します。 

b. Select the operation to perform リストから、Apply for a new license or update the current 

licenseを選択します。 

c. Country/Regionリストを選択します。 

3. nextをクリックします。 

Please input your user information as requiredダイアログボックスが開きます(図６４を参照)。 
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図６４ Please input your user information as required 

 
 

4. 必要に応じてユーザー情報とライセンス情報を設定します。 

5. OKをクリックします。 

User information successfully collectedダイアログボックスが開きます(図６５を参照)。 

図６５ User information successfully collectedダイアログボックス 

 
 

6. downloadをクリックします。 

ホスト情報ファイル hostid.txtが iMCインストールパスの\client\licenseディレクトリーにダウンロード

されます。このファイルはシステムの再起動時に自動的に削除されます。 
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ライセンスファイルの取得 

ホストファイルをダウンロードしたら、https://www.h3c.com/en/Support/Online_Help/License_Service/

にアクセスして必要な情報を入力し、ホストファイルをアップロードしてライセンスファイルを取得し、iMC を

登録します(「iMCの登録」を参照)。 

iMCの登録 

1. iMCログインページで Registerをクリックします。 

Select the operation to performダイアログボックスが開きます(図６６を参照)。 

図６６ Select the operation to performダイアログボックス 

 
 

2. 次のパラメータを設定します。 

a. 管理者のログインパスワードを入力します。 

b. Select operation to performリストから、Use the license file to register the productを選択しま

す。 

3. nextをクリックします。 

Register Your Productダイアログボックスが開きます(図６７を参照)。 

図６７ Register Your Productダイアログボックス 

 
 

4. 次のパラメータを設定します。 

a. License Fileフィールドの横にあるBrowseをクリックして、取得した.txtライセンスファイルを選択

します。 

b. Please select the license's typeリストから、Register/Activate host licenseを選択します。 

5. OKをクリックします。 

Registration succeededダイアログボックスが開きます(図６８を参照)。 
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図６８ Registration succeededダイアログボックス 

 
 

6. OKをクリックします。 

7. Intelligent Deployment Monitoring Agentで iMCを再起動します。 

ステートフルフェイルオーバーまたはステートレスフ

ェイルオーバーへのiMCの登録 

ステートフルフェイルオーバーへの iMCの登録 

1. プライマリ iMCサーバーで iMCを起動します。 

2. iMCログインページにアクセスします。 

3. プライマリ iMCサーバー上のホストファイルを取得します。詳細については、「ホストファイルの取得」

を参照してください。 

4. iMCサービスをバックアップ iMCサーバーに切り替え、iMCログインページに再度アクセスします。 

5. バックアップサーバ上のホストファイルを取得します。詳細については、「ホストファイルの取得」を参

照してください。 

6. https://www.h3c.com/en/Support/Online_Help/License_Service/にアクセスし、必要な設定を行

い、ホストファイルをアップロードしてライセンスファイルを取得します。 

7. iMCサービスをプライマリ iMCサーバーに戻し、iMCログインページに再度アクセスします。 

8. iMCログインページの Registerをクリックして、iMCを登録します。詳細については、「iMCの登録」

を参照してください。 

ステートレスフェイルオーバーへの iMCの登録 

ステートレスフェイルオーバーシナリオで iMCを登録するには、次の作業を実行します。 

1. プライマリ iMCサーバーでホストファイルを取得し、そのファイルを使用してライセンスファイルを取得

します。 

2. プライマリサーバ上のライセンスファイルをホストライセンスとして登録します。 

3. バックアップサーバ上のライセンスファイルをバックアップライセンスとして登録します。 
 

 重要: 

バックアップ iMCサーバーがバックアップライセンスで登録された後は、プライマリサーバから IaRレポー

トテンプレートを同期できません。バックアップサーバでレポートテンプレートを使用できるようにするに

は、バックアップライセンスを登録する前に、iMCの体験版でレポートテンプレートをリリースしてください。 
 

ステートレスフェイルオーバーシナリオで iMCを登録するには、次の手順を実行します。 

1. プライマリ iMCサーバーで iMCを起動します。 
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2. iMCログインページにアクセスします。 

3. プライマリ iMCサーバー上のホストファイルを取得します。詳細については、「ホストファイルの取得」

を参照してください。 

4. https://www.h3c.com/en/Support/Online_Help/License_Service/にアクセスし、必要な設定を行

い、ホストファイルをアップロードしてライセンスファイルを取得します。 

5. プライマリ iMCサーバーの iMCログインページに再度アクセスします。 

6. iMCログインページで Registerをクリックします。詳細については、「iMCの登録」を参照してくださ

い。 

7. activateをクリックします。 

8. バックアップサーバの iMCログインページにアクセスします。 

9. iMCログインページで Registerをクリックします。 

10. Select the operation to performダイアログボックスで、次のパラメータを設定します。 

a. 管理者のログインパスワードを入力します。 

b. Select operation to performリストから、Use the license file to register the productを選択しま

す。 

c. Country/Regionリストを選択します。 

11. nextをクリックします。 

12. Browseをクリックして、ローカルに保存された iMCライセンスファイルを選択します。このライセンス

ファイルは、プライマリ iMCサーバーでの iMC登録に使用されるファイルと同じです。 

13. Please select the license's typeリストから、Register/Activate back-up licenseを選択します(図６

９を参照)。 

図６９ Register/Activate back-up licenseダイアログボックス 

 
 

14. OKをクリックします。 

15. バックアップサーバで、Intelligent Deployment Monitoring Agentの iMCを再起動します。 
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セキュリティの設定 

ウイルス対策ソフトウェア 

セキュリティを向上させるためのベストプラクティスとして、iMC サーバーにアンチウイルスソフトウェアをイ

ンストールし、ウイルス定義を最新の状態に維持します。 

ポート設定 

クラスタに送信される非サービスデータをフィルタリングすることにより、ファイアウォールを使用して iMC

サーバクラスタを保護することをお勧めします。 
 

 注: 

• ACLを使用してデータパケットをフィルタリングするためにスイッチを使用しないでください。スイッチに

よってパケットフラグメンテーションがフィルタリングされる可能性があります。 

• NTA/UBAは通常、ログ収集にプローブを使用します。プローブと iMCの間にファイアウォールを配置

する場合は、プローブから iMCに送信される IPパケットを許可するようにファイアウォールに ACLを

設定します。 
 

iMCコンポーネント(表１５および表１６を参照)で使用されるポートがファイアウォールでブロックされていな

いことを確認します。 

表１５ iMCプラットフォームで使用されるポート番号 

デフォルトのポート番号 使用方法 場所 

UDP161 iMCにデバイスを追加するポート デバイス 

UDP22 SSH操作用のポート デバイス 

TCP23 Telnet操作用のポート デバイス 

UDP514、515 syslog操作用のポート iMCサーバー 

UDP162 トラップ操作用のポート iMCサーバー 

TCP8080、設定可能 iMCへのHTTPアクセス iMCサーバー 

TCP8443、設定可能 iMCへのHTTPSアクセス iMCサーバー 

UDP69 
TFTPによる構成管理を実行するためのIntelligent 

Configuration Center用ポート 
iMCサーバー 

TCP20、21 
Intelligent Configuration CenterがFTP経由で構成管理を

実行するためのポート 
iMCサーバー 

TCP2810 
DBManを使用したデータファイルのバックアップ/リストア用

ポート 
iMCサーバー 

 

表 16 iMC NTA/UBAが使用するポート番号 

デフォルトのポート番号 使用方法 場所 

UDP9020、9021、6343 ログを受信するiMCサーバーのポート iMCサーバー 
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デフォルトのポート番号 使用方法 場所 

TCP8051 
NTA/UBAサービスを停止するコマンドを監視するために

使用されるリスニングポート 
iMCサーバー 

TCP9099 NTA/UBAサービス用のJMXリスニングポート iMCサーバー 

UDP18801、18802、18803 NTAとUBA間の通信ポート iMCサーバー 
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データベースのバックアップとリストア 

DBManは、iMCプラットフォームおよびサービスコンポーネントデータベースの自動バックアップおよびリ

ストアツールであり、広範囲にわたるシステムディザスタバックアップソリューションを提供します。DBMan

は、標準的なSQLバックアップおよびリストアメカニズムを使用してデータベース全体を処理します。 

DBManでは、手動と自動の両方のデータベースバックアップとリストアがサポートされています。図７０に

示すように、Intelligent Deployment Monitoring AgentのEnvironmentタブに統合されています。 

図７０ Environmentタブ 

 
 

Environmentタブには、次の領域があります。 

• Running environment : iMCサーバーのソフトウェアおよびハードウェア情報を表示します。 

• Database space usage : iMCサーバー上のデータベースおよびログファイルの使用状況情報を表

示します。 

• Database backup and restore : 次のデータベースのバックアップとリストアオプションを提供します。 

 Configure : 自動データベースバックアップおよびリストアの設定を構成できます。自動バックアッ

プおよびリストア機能は通常、ステートレスフェイルオーバーシナリオで使用されます。 

 Backup : すべての iMCデータファイル(コンフィギュレーションファイルとデータベースファイルを

含む)を指定したパスに即座にバックアップします。 

 Restore : 以前にバックアップしたデータベースファイルを iMCサーバー上でただちにリストアし

ます。 

 View Log : データベースのバックアップログとリストアログを表示できます。 
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設定に関する制約事項およびガイドライン 

正しい動作を保証するために、異なるオペレーティングシステム間で iMCデータベースをバックアップおよ

びリストアしないでください。 

DBManを使用して iMCデータベースをバックアップおよびリストアする場合は、次の制約事項およびガイ

ドラインに従ってください。 

• 自動バックアップ設定では、Upload to Backup Systemオプションを使用して、データベースファイル

をバックアップ iMCシステムまたは FTPサーバーにバックアップします。 

• Upload to Backup Systemオプションには、次のいずれかの条件が必要です。 

 データベースバックアップ用にバックアップシステムのマスターサーバーIPが指定されています。 

 iMCインストールパスの\dbman\etcディレクトリーにある dbman_ftp.confファイルで、FTPサー

バーを構成します。次に例を示します。 

ftp_ip=1.1.1.1 

ftp_user=admin 

ftp_password=1234 

• バックアップとリストアの設定を追加するには、iMCインストールパスの\dbman\etcディレクトリーに

ある dbman_addons.confファイルを編集します。この設定は、ファイルが保存された直後に有効に

なります。 

たとえば、次の文字列を dbman_addons.confファイルに追加して、データベースリストアの前また

は後に実行するタスクを指定します。 

BeforeSQLScript_Monitor_db_IMC_monitor = D:\1.bat 

AfterSQLScript_monitor_db_IMC_monitor = D:\2.bat 

単一iMCシステムのデータベースのバックアップとリ

ストア 

データベースのバックアップ 

1つの iMCシステムで、手動バックアップと自動バックアップの両方がサポートされています。 

• 手動バックアップすべての iMCデータファイルを iMCサーバーの指定された場所に直ちにバックアッ

プします。 

• 自動バックアップ選択したデータファイルを指定した時刻に自動的にバックアップするタスクをスケジ

ュールできます。 

手動バックアップ 

1. environmentタブで backupをクリックします。 

確認ダイアログボックスが開きます。 

2. OKをクリックします。 

Select database backup pathダイアログボックスが開きます。 

3. バックアップデータファイルを保存するローカルパスを指定します。 

指定されたパスに十分なスペースがあることを確認してください。 

4. OKをクリックします。 
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自動バックアップ 

1. environmentタブで、configureをクリックします。 

Auto Backup and Recovery Settingsダイアログボックスが開きます(図７１を参照)。 

図７１ Auto Backup and Recovery Settings 

 
 

2. Auto Backup and Restore settingsダイアログボックスの情報を読み、Auto backup modelを選択

して OKをクリックします。 

自動バックアップ設定を設定するページが開きます(図７２を参照)。 

図７２ Auto Backup and Restore settings 

 
 

3. Basic Configurationタブで、Daily Backup Time(HH:mm)パラメータを構成します。日次バックアッ

プ時間は 04:00です。 
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4. Master Serverタブをクリックし、次のパラメータを設定します。 

 Backup file lifetime(days):バックアップファイルを保存できる日数を入力します。期限切れのファ

イルは自動的に削除されます。 

 Backup Path : バックアップデータファイルを保存するローカルパスを入力または参照します。 

 Local Backup : ローカルにバックアップするデータベースを選択します。デフォルトでは、すべて

のデータベースが選択されています。 

 Upload To Backup System : FTPサーバーまたはバックアップシステムのマスターサーバーに

アップロードするデータベースを選択します。デフォルトでは、データベースは選択されていませ

ん。データベースに対して Upload To Backup Systemを選択すると、データベースに対して

Local Backupオプションが強制的に選択されます。FTPサーバーを構成するには、「設定の制

約事項とガイドライン」を参照してください。 

5. Advanced configurationタブをクリックし、次のパラメータを設定します。 

 アップロードに失敗してもアップロード後にローカルファイルを削除するアップロード後にローカル

バックアップファイルを削除するかどうかを指定します。 

6. OKをクリックします。 

データベースのリストア 

単一の iMCシステムでは、データベースの手動リストアのみがサポートされています。手動リストアでは、

現在のデータベースファイルが、以前にバックアップされたファイル即時に置換されます。 

手動リストアを実行する場合は、次の制約事項およびガイドラインに従ってください。 

 iMCデータベースをリストアする前に、インストール後に iMCが少なくとも 1回起動されているこ

とを確認してください。 

 iMCプラットフォームおよびサービスコンポーネントのデータベースファイルを一緒にリストアしま

す。一部のデータベースファイルのみをリストアすると、データの損失または不整合が発生する

可能性があります。 

 手動でデータベースをリストアすると、iMCサービスとデータベースサービスは自動的に停止し、

再起動します。 

手動リストアを実行するには: 

1. environmentタブの restoreをクリックします。 

Restoration Typeダイアログボックスが開きます(図７３を参照)。 

図７３ Restoration Typeダイアログボックス 

 
 

2. Locally restoreをクリックします。 

確認ダイアログボックスが開きます。 

3. Yesをクリックします。 

Select the data file to be restoredダイアログボックスが開きます。 

4. リストアするデータベースファイルを選択し、OKをクリックします。 
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Confirmダイアログボックスが開きます。 

5. Yesをクリックします。 

データベースファイルのリストアが開始されます。 

リストアが完了すると、Messageダイアログボックスが開きます。 

6. OKをクリックします。 

iMCサービスが自動的に開始されます。 

ステートレスフェイルオーバーシナリオでのデータベ

ースのバックアップとリストア 

一般的なステートレスフェイルオーバーシナリオには、プライマリ iMCシステムとバックアップ iMCシステム

があります。ステートレスフェイルオーバーの場合は、プライマリ iMCシステムで自動バックアップを設定し、

バックアップ iMCシステムで自動リストアを設定します。 

プライマリ iMCシステムの、プライマリ iMCシステムの DBManは次の操作を実行します。 

1. データベースファイルをローカルに定期的にバックアップします。 

2. バックアップされたデータベースファイルをバックアップ iMCシステムにアップロードします。 

3. 受信したデータベースファイルをローカルにリストアするように、バックアップ iMCシステムに指示しま

す。 

データベースのバックアップ 

ステートレスフェイルオーバーでは、プライマリ iMC システムのマスターサーバーで自動バックアップを設

定します。 

設定を行う前に、プライマリ iMCシステムとバックアップ iMCシステムで次の設定が一貫していることを確

認してください。 

• オペレーティングシステム 

• データベースのタイプとバージョン 

• iMCのバージョンとパッチ 

自動バックアップの設定方法については、「自動バックアップ」を参照してください。 

データベースのリストア 

この例では、集中モードで展開され、ローカルデータベースを使用するバックアップ iMCシステムの自動リ

ストア設定について説明します。 

自動リストアを構成するには: 

1. environmentタブで、configureをクリックします。 

Auto Backup and Recovery Settingsダイアログボックスが開きます(図７４を参照)。 
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図７４ Auto Backup and Recovery Settingsダイアログボックス 

 
 

2. Auto Backup and Restore Settingsダイアログボックスの情報を読み、Auto restore modelを選択

して OKをクリックします。 

auto backup and restore settingsページが開きます(図７５を参照)。 

図７５ auto backup and restore settings 

 
 

3. Master Serverタブをクリックし、次のパラメータを設定します。 

 Backup Files Location : プライマリ iMCシステムによってアップロードされたバックアップデータ

ファイルを格納するローカルパスを入力または参照します。 

 Databases to Restore  : リストアするデータベースを選択します。デフォルトでは、すべてのデー

タベースが選択されています。 



78 

4. OKをクリックします。 
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よくある質問 

iMCのインストールが完了したら、データベースファイルのストレージパスを変更する方法は? 

1. Intelligent Deployment Monitoring Agentを使用して iMCサービスを停止します。 

2. iMCコンポーネントのデータベースをデータベースサーバー上の新しい記憶域パスに転送します。こ

の例では、D:\imcdataを使用します。 

3. CLIで、iMCインストールパスの\deployディレクトリーにアクセスし、データベースファイルのストレー

ジパスを変更します。 

pwdmgr.bat -changeDataDir "D:\imdata" 

図７６ modifying the database file storage path 

 

 

4. iMCサービスを開始します。 

Linuxでは、サーバー上の時刻(ログイン時刻や操作ログ記録時刻など)とサーバー上の時刻が異なり、

その差は数時間になる場合があります。 

この問題は、サーバーの現在のタイムゾーン設定がiMCのインストール時の設定と異なるために発生しま

す。サーバーのタイムゾーンを変更するにはtzselectコマンドを使用してください。 

Windows Server2003 64ビット OSに iMCをインストールした後は、iMCバックグラウンドプロセスを開

始できません。 

Windows Server2003 64ビット OSで正しい iMC操作を行うには、OSに

WindowsServer2003-KB942288-v4-x64.exeパッチをインストールします。 

1. iMCを停止します。 

2. パッチをインストールします。 

3. iMCインストールパスの\deploy\components\serverディレクトリーにある vcredist.exeを実行しま

す。 

コンポーネントのデプロイメントプロセス中に、デプロイメントの失敗が発生し、データベーススクリプト実

行エラーメッセージが表示されます。ログファイルには、オブジェクト dbo.qv.idがすでに存在するというエ

ラーメッセージが含まれています。この問題を解決するにはどうすればいいですか? 

1. SQL ServerのQuery Analyzerに saとしてログインし、次のコマンドを実行します。 

Use model 
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EXEC sp_droptype 'qv_id' 

2. デプロイできなかったコンポーネントを再デプロイします。 

Windows Server2008R2に iMCをインストールすると、図７７に示すように、Windowsインストーラをイ

ンストールできないことが示されます。 

図７７ Windows installerダイアログボックス 

 

 

この問題を解決するには、次の手順に従います 

1. Windowsインストーラダイアログボックスで、browseをクリックします。 

2. ディスクのルートディレクトリーの名前に数字と abcdefが含まれるフォルダ内の vc_red.msiファイル

を選択します。 

3. OKをクリックします。 

4. インストールを続行します。 

Windowsでは、iMCサービスプロセスは、iMCの実行後実行された後で開始または停止できません。 

この問題は、仮想メモリが不足していることが原因です。 

この問題を解決するには、仮想メモリをシステム管理サイズに設定します。 

1. iMCサーバーで、Control panelをクリックし、systemアイコンをクリックします。 

System Propertiesダイアログボックスが開きます(図７８を参照)。 
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図７８ System Propertiesダイアログボックス 

 

 

2. Advancedタブをクリックし、Performance領域の Settings…をクリックします。 

Performance Optionsダイアログボックスが開きます(図７９を参照)。 
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図７９ Performance Optionsダイアログボックス 

 

 

3. Advancedタブをクリックし、Virtual memory領域の changeをクリックします。 

Virtual Memoryダイアログボックスが開きます(図８０を参照)。 
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図８０ Virtual Memoryダイアログボックス 

 

 

4. System managed sizeを選択し、setをクリックします。 

5. OKをクリックします。 

Linuxでは、iMCの展開またはアップグレード中にポップアップウィンドウが表示されません。 

LinuxでリモートGUIアクセスに Xshellまたは Xstartを使用すると、ポップアップウィンドウの上にウィンド

ウが開くことがあります。この問題を解決するには、ウィンドウを移動してポップアップウィンドウを表示しま

す。 


